
す
る
と
い
う
課
題
が
あ
る
（
徳
岡　

二
〇
一
一
）。

  
原
子
力
発
電
所
の
必
要
性
を
認
め
て
こ
れ
に
賛
成
す
る
人
も
、
原
子
力
発
電
所
は
不
必
要
で
危
険
な
も
の
と
考
え
て
反
対
す
る
人

も
、
そ
れ
ぞ
れ
の
立
論
の
根
拠
を
確
認
・
検
討
し
合
い
な
が
ら
、
共
通
の
議
論
を
進
め
る
こ
と
が
求
め
ら
れ
る
が
、
島
根
原
子
力
発

電
所
の
設
置
・
増
設
の
歴
史
的
経
過
を
振
り
返
る
こ
と
は
、
そ
の
た
め
の
一
つ
の
道
筋
と
な
る
。

四　

宍
道
湖
・
中
海
の
干
拓
淡
水
化
事
業

五
〇
年
か
か
っ
た

干
拓
淡
水
化
事
業

二
〇
一
四
年
（
平
成
二
十
六
）
四
月
、
島
根
県
農
林
水
産
部
農
地
整
備
課
に
よ
り
『
国
営
中
海
土
地
改
良
事

業
の
五
〇
年
』
が
出
版
さ
れ
た
（
島
根
県
中
海
土
地
改
良
誌
編
集
委
員
会
編
）。
そ
こ
に
掲
載
さ
れ
た
中
国
四

国
農
政
局
中
海
干
拓
建
設
事
業
所
に
よ
る
事
業
概
要
に
は
、
揖い

屋や

工
区
三
二
三
㌶
、
安
来
工
区
二
〇
四
㌶
の
造
成
、
施
設
の
取
壊
＝

中
浦
水
門
・
西
部
承
水
路
堤
防
ほ
か
、
と
書
か
れ
て
い
る
（
鳥
取
県
側
で
は
彦
名
工
区
一
七
九
㌶
、
弓
ヶ
浜
工
区
一
四
六
㌶
）。
事

業
費
は
一
一
三
〇
億
円
、
事
業
工
期
は
一
九
六
三
〜
二
〇
一
三
年
度
で
あ
っ
た
。
こ
こ
に
は
書
か
れ
て
い
な
い
が
、
最
大
の
干
陸
予

定
地
で
あ
っ
た
本
庄
工
区
は
中
止
、無
限
と
も
い
え
る
農
業
用
水
供
給
の
た
め
の
宍
道
湖
・
中
海
の
淡
水
化
も
中
止
と
な
っ
た
の
で
、

国
家
事
業
と
し
て
は
成
功
し
た
と
は
と
て
も
い
え
な
い
。
同
書
を
ま
と
め
た
編
集
委
員
会
事
務
局
は
、
長
年
に
わ
た
っ
て
事
業
に
関

わ
っ
た
澄
田
信
義
島
根
県
知
事
が
、
二
〇
〇
六
年
十
一
月
議
会
で
議
員
か
ら
の
質
問
に
対
し
て
行
っ
た
答
弁
を
同
書
の
締
め
く
く
り

と
し
て
掲
載
し
て
い
る
。

中
海
事
業
で
始
ま
っ
た
私
の
知
事
と
し
て
の
五
期
二
〇
年
間
、
日
々
全
う
し
た
こ
と
に
思
い
を
い
た
す
と
、
幾
多
の
紆
余
曲
折

は
あ
り
ま
し
た
が
、
最
終
的
に
は
、
こ
の
圏
域
に
豊
か
な
汽
水
域
が
残
り
、
そ
の
後
、
ラ
ム
サ
ー
ル
条
約
の
登
録
も
実
現
し
、

　　　　

823



と
り
わ
け
感
慨
深
い
も
の
が
あ
り
ま
す
。
こ
れ
ま
で
常
に
私
の
判
断
を
支
え
て
い
た
だ
き
ま
し
た
県
議
会
の
皆
様
に
対
し
、
改

め
て
御
礼
を
申
し
上
げ
ま
す
。

　

宍
道
湖
・
中
海
の
干
拓
淡
水
化
事
業
と
は
一
体
何
だ
っ
た
の
か
。『
新
修
松
江
市
誌
』（
一
九
六
二
）
と
『
市
制
施
行
一
〇
〇
周
年

記
念
松
江
市
誌
』（
一
九
八
八
）
で
は
、
こ
の
事
業
が
国
営
直
轄
で
あ
る
こ
と
も
あ
っ
て
、
ご
く
簡
単
に
触
れ
て
い
る
に
す
ぎ
な
い
。

し
か
し
、
そ
の
後
の
大
規
模
な
町
村
合
併
を
経
て
、
斐
伊
川
河
口
か
ら
境
水
道
に
至
る
宍
道
湖
・
中
海
の
広
大
な
汽
水
域
は
、
松
江

市
域
の
中
央
を
東
西
に
貫
い
て
存
在
す
る
こ
と
と
な
っ
た
。
干
拓
・
淡
水
化
事
業
が
構
想
さ
れ
実
施
さ
れ
た
に
も
か
か
わ
ら
ず
、
科

学
者
の
研
究
と
提
言
、
住
民
運
動
の
展
開
に
よ
っ
て
事
業
が
中
止
・
終
結
し
た
こ
と
は
、
こ
の
地
域
の
自
然
と
人
々
の
関
わ
り
の
歴

史
の
中
で
特
段
の
意
味
を
も
っ
て
お
り
、
松
江
市
域
の
将
来
を
考
え
る
上
で
も
重
要
な
出
来
事
と
し
て
記
録
さ
れ
る
意
義
が
あ
る
。

戦
後
日
本
の

干
拓
事
業

ア
ジ
ア
・
太
平
洋
戦
争
の
敗
戦
に
よ
り
国
土
の
狭
小
化
と
復
員
・
引
き
揚
げ
に
よ
る
人
口
増
大
を
抱
え
た
日
本
で

は
、
主
食
の
コ
メ
の
増
産
が
緊
急
の
課
題
で
あ
っ
た
。
八
郎
潟
（
秋
田
県
）、
河か

北ほ
く

潟
（
石
川
県
）、
宍
道
湖
・
中

海
（
島
根
県
・
鳥
取
県
）
有
明
海
（
諫
早
湾
〔
長
崎
県
〕
を
含
む
）
は
大
規
模
干
拓
に
適
し
た
自
然
条
件
が
あ
る
と
み
ら
れ
た
こ
と

か
ら
、
干
上
げ
方
式
の
大
規
模
干
拓
の
候
補
地
と
さ
れ
た
。
八
郎
潟
は
オ
ラ
ン
ダ
の
技
術
協
力
に
よ
っ
て
大
規
模
干
拓
が
実
施
さ
れ
、

一
九
五
七
年
（
昭
和
三
十
二
）
に
着
工
し
一
九
六
四
年
に
干
陸
さ
れ
、
一
九
六
六
年
に
入
植
し
た
。
次
い
で
河
北
潟
か
ら
は
日
本
独

自
で
行
う
こ
と
に
な
り
、
一
九
六
三
年
に
着
工
し
一
九
七
〇
年
に
干
陸
さ
れ
た
が
、
そ
の
直
後
に
減
反
政
策
が
実
施
さ
れ
て
米
以
外

の
作
物
に
変
更
を
余
儀
な
く
さ
れ
た
た
め
、
事
業
の
完
了
に
困
難
を
極
め
た
。
八
郎
潟
で
は
米
作
り
は
で
き
た
が
、
収
穫
前
に
刈
り

取
り
生
産
調
整
を
行
う
「
青
田
刈
り
」
が
行
わ
れ
た
。
河
北
潟
の
干
陸
完
了
の
後
に
は
技
術
陣
は
中
海
・
宍
道
湖
に
移
動
し
た
が
、

中
海
で
の
干
拓
事
業
の
技
術
的
な
困
難
と
住
民
の
反
対
運
動
な
ど
が
あ
っ
て
進
捗
が
遅
れ
た
。
そ
の
間
に
技
術
陣
の
一
部
は
諫
早
湾
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に
移
動
し
て
一
九
八
九
年
（
平
成
元
）
に
起
工
し
、
一
九
九
七
年
に
潮
受
け
堤
防
が
「
ギ
ロ
チ
ン
」
と
呼
ば
れ
た
水
門
で
閉
め
切
ら

れ
、
事
業
が
ほ
ぼ
完
成
し
た
。
し
か
し
、
そ
の
後
も
農
地
利
用
と
漁
業
振
興
の
間
で
の
確
執
が
続
き
、
大
規
模
干
拓
事
業
そ
の
も
の

が
問
わ
れ
る
に
至
っ
て
い
る
。

始
ま
り
は
宍
道
湖

淡

水

化

論

宍
道
湖
・
中
海
の
干
拓
淡
水
化
事
業
は
、
こ
れ
ら
三
つ
の
干
拓
事
業
と
同
様
に
、
戦
後
ま
も
な
く
構
想
さ
れ

た
。
し
か
し
、
そ
れ
ら
と
異
な
る
の
は
干
拓
に
よ
る
農
業
開
発
に
加
え
て
、
工
業
開
発
も
視
野
に
入
れ
た
大

規
模
な
水
資
源
の
開
発
を
目
的
と
し
て
い
た
点
で
あ
る
。
こ
の
背
景
に
は
、
一
八
九
三
年
（
明
治
二
十
六
）
の
斐
伊
川
大
洪
水
を
調

査
し
た
関
屋
忠
正
が
構
想
し
た
、
治
水
対
策
と
し
て
斐
伊
川
を
昔
の
よ
う
に
西
流
さ
せ
、
大
橋
川
を
拡
幅
す
る
な
ど
、
一
九
七
二
年

（
昭
和
四
十
七
）
の
水
害
後
に
出
さ
れ
た
「
三
点
セ
ッ
ト
」
の
治
水
対
策
の
原
型
と
な
る
計
画
が
あ
っ
た
（
関
屋　

一
八
九
六
）。
昭

和
の
初
め
に
大
橋
川
の
浚
し
ゅ
ん

渫せ
つ

で
宍
道
湖
に
ま
で
塩
水
が
遡
上
す
る
よ
う
に
な
る
と
、
干
ば
つ
時
に
は
湖
岸
の
耕
地
が
塩
害
を
受
け
る

よ
う
に
な
り
（
豊
原　

一
九
三
八
）、
宍
道
湖
の
淡
水
化
の
必
要
性
が
力
説
さ
れ
る
よ
う
に
な
っ
た
（
桑
原
羊
次
郎　

一
九
三
九
）。
一

九
四
九
〜
一
九
五
〇
年
に
は
農
林
省
と
島
根
県
が
大
橋
川
を
下
流
で
閉
め
切
り
、
淡
水
化
と
宍
道
湖
の
大
部
分
を
干
拓
す
る
案
を
提

出
し
た
。
し
か
し
、
宍
道
湖
の
大
干
拓
案
は
、
斐
伊
川
を
西
流
さ
せ
る
案
が
い
っ
こ
う
に
具
体
化
さ
れ
な
か
っ
た
こ
と
か
ら
、
忘
れ

去
ら
れ
て
い
っ
た
。

　

農
林
省
に
よ
る
宍
道
湖
・
中
海
の
干
拓
淡
水
化
計
画
は
一
九
六
三
年
に
始
ま
り
、
一
九
六
八
年
に
本
格
工
事
が
開
始
さ
れ
、
一
九

八
八
年
に
工
事
が
ほ
ぼ
完
了
す
る
段
階
で
淡
水
化
試
行
が
延
期
と
な
っ
た
。
そ
の
結
果
、
島
根
県
の
揖
屋
工
区
と
安
来
工
区
（
干
し

上
げ
方
式
）、
鳥
取
県
の
弓
ヶ
浜
工
区
と
彦
名
工
区
（
埋
立
方
式
）
は
事
業
が
完
了
し
て
営
農
が
開
始
さ
れ
た
が
、
最
大
の
広
さ
の

本
庄
工
区
は
二
〇
〇
〇
年
（
平
成
十
二
）
に
中
止
と
な
り
、
二
〇
〇
二
年
に
は
淡
水
化
も
中
止
さ
れ
た
。
事
業
の
後
始
末
は
二
〇
〇
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三
年
に
始
ま
り
、
二
〇
一
四
年
に
完
了
し
た
。

ヤ
ン
セ
ン
講
演
で

大
干
拓
を
確
信（
第
一
期
）
五
〇
年
に
わ
た
る
こ
の
事
業
は
、

五
つ
の
時
期
に
分
け
る
こ
と
が
で

き
る
（
846
頁
本
項
年
表
）。
そ
の
第
一
期
は
、
一
九
五
四
年
（
昭
和

二
十
九
）
の
本
格
準
備
か
ら
一
九
六
七
年
の
漁
業
補
償
交
渉
の
妥

結
ま
で
の
時
期
で
あ
る
。

　

宍
道
湖
・
中
海
の
干
拓
淡
水
化
計
画
が
最
初
に
立
て
ら
れ
た
の

は
一
九
五
四
年
で
、
松
江
に
近
い
一
部
を
観
光
客
の
た
め
に
残
し

た
上
で
宍
道
湖
の
大
部
分
を
干
陸
し
、
佐さ

陀だ

川が
わ

に
水
門
を
設
置
し

て
塩
水
の
侵
入
を
防
ぐ
。
中
海
で
は
弓
ヶ
浜
沿
い
の
約
三
分
の

一
（
水
深
五
〜
六
㍍
以
深
）
を
残
し
て
大
部
分
を
干
陸
し
、
米
子

湾
も
干
陸
す
る
と
し
て
い
た
（
図
終
│

７
）。
水
門
は
境
水
道
の
西

端
の
サ
ル
ガ
鼻
（
港
湾
区
域
の
境
界
）
に
置
い
て
い
る
。
こ
の
年

に
は
中
海
の
干
陸
範
囲
を
狭
め
（
そ
の
後
の
本
庄
工
区
の
範
囲
）、

揖
屋
湾
と
米
子
湾
を
干
陸
す
る
と
い
う
も
う
一
つ
の
案
が
出
さ
れ

た
（
図
終
│

８
）。
そ
し
て
中
海
へ
の
海
水
侵
入
を
防
ぐ
水
門
は
島

根
県
側
の
江
島
と
鳥
取
県
側
の
外と
の

江え

の
間
と
す
る
な
ど
、
そ
の
後

図終－7　斐伊川宍道湖中海総合開発図（1954年 6月策定）
出典：島根県中海土地改良誌編集委員会編『国営中海土地改良事業の50年』2014
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の
干
拓
淡
水
化
事
業
の
原
型
が
ほ
ぼ
確
定
し
た
。

　

一
九
五
四
年
三
月
、
オ
ラ
ン
ダ
・
デ
ル
フ
ト
工
科
大
学
の
ヤ
ン

セ
ン
教
授
一
行
が
来
日
し
た
。
日
本
政
府
が
主
に
八
郎
潟
や
有
明

海
の
干
拓
に
つ
い
て
干
拓
先
進
国
の
専
門
家
の
技
術
指
導
を
要
請

し
た
こ
と
に
よ
る
も
の
で
、
中
国
・
四
国
地
方
の
技
術
者
向
け
の

講
演
会
は
岡
山
で
行
わ
れ
た
。
こ
れ
に
参
加
し
た
島
根
県
関
係
者

が
、
中
海
で
五
〇
〇
〇
㌶
、
宍
道
湖
で
五
〇
〇
〇
㌶
の
干
拓
可
能

性
を
確
信
し
た
の
が
事
業
の
発
端
と
さ
れ
て
い
る
。
ヤ
ン
セ
ン
教

授
の
日
本
の
干
拓
に
つ
い
て
の
所
見
は
直
ち
に
翻
訳
さ
れ
、
同
年

八
月
に
印
刷
公
表
さ
れ
た
が
（Jansen 1954

）、
宍
道
湖
・
中
海

は
入
っ
て
い
な
か
っ
た
。
そ
の
内
容
を
み
る
と
、「
必
要
不
可
欠

の
場
合
以
外
は
海
面
干
拓
は
な
す
べ
き
で
な
い
こ
と
」「
深
い
と

こ
ろ
（
四
な
い
し
は
六
㍍
程
度
）
は
や
ら
な
い
こ
と
」
を
警
告
し

て
い
る
が
、
な
ん
と
し
て
も
大
規
模
干
拓
で
米
づ
く
り
を
実
現
さ

せ
た
い
と
す
る
関
係
者
の
熱
意
が
勝
っ
た
と
い
え
よ
う
。
島
根
県

は
宍
道
湖
と
中
海
の
大
干
拓
計
画
と
淡
水
化
、
お
よ
び
斐
伊
川
治

水
対
策
を
結
び
つ
け
て
宍
道
湖
・
中
海
一
万
㌶
の
干
拓
案
を
策
定

図終－8　中海干拓及び中海・宍道湖淡水化事業計画概要図（1954年）
出典：島根県広報文書課編『県政のあゆみ』1958
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し
た
。
そ
し
て
、「
本
地
域
の
後
進
性
を
打
破
し
、
山
陰
開
発
の
拠
点
を
樹
立
す
る
」
理
想
に
向
け
て
、
一
九
五
五
年
三
月
に
農
林

省
・
建
設
省
・
運
輸
省
・
島
根
県
、
さ
ら
に
鳥
取
県
と
通
商
産
業
省
を
加
え
て
斐
伊
川
宍
道
湖
中
海
総
合
開
発
専
門
委
員
会
を
ス
タ

ー
ト
さ
せ
た
。
し
か
し
、
こ
の
計
画
は
治
水
対
策
と
し
て
斐
伊
川
を
付
け
替
え
て
西
流
さ
せ
る
こ
と
を
前
提
と
し
て
い
た
が
、
そ
の

見
通
し
が
得
ら
れ
な
か
っ
た
た
め
に
、
農
林
省
は
第
一
期
事
業
と
し
て
は
干
拓
は
中
海
三
〇
〇
〇
㌶
の
み
と
し
、
宍
道
湖
・
中
海
の

残
水
域
の
淡
水
化
と
合
わ
せ
て
基
礎
調
査
を
ス
タ
ー
ト
さ
せ
る
こ
と
に
な
っ
た
（
農
林
省
中
海
干
拓
事
務
所　

一
九
六
九
、
石
倉　

一

九
九
七
）。

農
業
開
発
か

工
業
開
発
か

こ
の
間
、宮
地
伝
三
郎
ら
に
よ
っ
て
、中
海
の
干
拓
・
淡
水
化
に
関
連
し
た
生
態
学
的
調
査
が
行
わ
れ
て
い
た（
宮

地　

一
九
六
二
）。
農
林
省
は
事
業
の
実
施
の
た
め
に
一
九
五
七
年
（
昭
和
三
十
二
）
に
松
江
市
に
中
海
干
拓
調
査

事
務
所
を
設
置
し
、
計
画
を
公
表
し
た
。
次
い
で
一
九
六
二
年
に
田
部
長
右
衛
門
島
根
県
知
事
は
干
拓
促
進
と
早
期
着
工
を
表
明
し

た
が
（
史
・
近
現
代
Ⅱ
終
章
13
）、
県
境
を
ま
た
ぐ
鳥
取
県
で
は
石
破
二
朗
知
事
が
主
に
治
水
と
の
関
連
で
慎
重
論
を
唱
え
た
（
史
・

近
現
代
Ⅱ
終
章
14
・
15
）。
そ
の
た
め
両
県
の
意
見
調
整
が
再
三
繰
り
返
さ
れ
、
一
九
六
三
年
に
至
っ
て
両
県
の
基
本
的
合
意
が
得
ら

れ
た
と
し
て
、
農
林
省
中
海
干
拓
事
務
所
が
設
置
さ
れ
、
着
工
さ
れ
た
。
な
お
、
江
島
代
行
干
拓
は
一
九
六
二
年
に
は
完
成
し
て
い

た
が
（
桜
木　

一
九
六
三
）、
計
画
が
変
更
さ
れ
た
上
、
全
域
が
他
目
的
に
転
用
と
な
っ
た
（
島
根
県
土
地
改
良
史
編
さ
ん
委
員
会
ほ
か

編　

一
九
八
二
）。
中
海
干
拓
事
務
所
の
一
九
六
五
年
九
月
の
事
業
計
画
に
よ
る
と
、
中
海
で
二
八
〇
〇
㌶
に
お
よ
ぶ
大
規
模
干
拓
を

行
っ
て
沿
岸
農
地
四
八
〇
〇
㌶
の
農
業
用
水
を
確
保
し
、
山
陰
農
業
の
モ
デ
ル
地
域
を
創
設
す
る
こ
と
、
さ
ら
に
「
後
進
的
な
」
こ

の
地
域
の
産
業
構
造
の
改
善
の
た
め
に
中
海
沿
岸
工
業
地
帯
を
造
成
す
る
な
ど
の
多
目
的
な
事
業
を
推
進
す
る
こ
と
な
ど
を
掲
げ
て

い
た
。
当
初
か
ら
、
島
根
県
は
干
拓
淡
水
化
事
業
を
農
業
開
発
と
工
業
開
発
の
両
面
で
捉
え
て
い
た
が
、
鳥
取
県
は
工
業
開
発
を
重
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視
し
て
い
た
。鳥
取
県
側
は
ま
た
、弓
ヶ
浜
半
島
や
境
水
道
の
治
水
を
重
要
視
し
て
お
り
、島
根
・
鳥
取
両
県
の
間
お
よ
び
農
林
省
・

建
設
省
等
と
の
関
係
は
複
雑
な
も
の
が
あ
っ
た
。

　

以
上
の
よ
う
な
干
拓
事
業
計
画
に
対
し
、
当
時
も
批
判
的
意
見
が
出
さ
れ
て
い
た
。
そ
の
一
つ
は
小お

汀ば
ま

利と
し

得え

の
も
の
で
、
一
九
六

〇
年
三
月
の
島
根
県
総
合
振
興
計
画
審
議
会
に
お
い
て
、「
あ
と
五
年
も
す
れ
ば
米
が
あ
り
余
る
の
に
大
金
を
か
け
て
国
際
観
光
資

源
を
ぶ
ち
壊
す
愚
挙
は
放
っ
て
お
け
な
い
」
と
干
拓
事
業
を
批
判
し
て
い
た
（
島
根
大
学
地
域
分
析
研
究
会
編　

一
九
八
二
）。
も
う

一
つ
は
、
経
済
企
画
庁
の
依
頼
を
受
け
た
日
本
経
済
研
究
所
の
根ね

津づ

知と
も

好よ
し

理
事
長
の
も
の
で
、
一
九
六
四
年
に
「
淡
水
化
事
業
の
要

と
な
る
中
浦
水
門
の
建
設
は
（
大
型
船
が
自
由
に
中
海
に
入
る
の
を
妨
げ
る
こ
と
に
な
り
）
臨
海
工
業
開
発
を
阻
害
す
る
」
こ
と
を

中
国
地
方
総
合
調
査
会
（
一
九
六
二
）
と
同
様
に
指
摘
し
、
干
拓
と
セ
ッ
ト
で
提
案
さ
れ
た
淡
水
化
が
永
久
に
中
海
地
域
の
こ
れ
以

外
の
発
展
の
道
を
閉
ざ
す
こ
と
に
な
る
と
警
告
し
て
い
た
。
根
津
は
さ
ら
に
踏
み
込
ん
で
、「
中
海
地
域
を
山
陰
地
方
の
開
発
拠
点

と
し
て
総
合
開
発
す
る
た
め
に
は
中
海
広
域
新
市
結
成
と
そ
れ
に
よ
る
必
然
の
途
行
き
と
し
て
の
鳥
取
、
島
根
両
県
の
合
併
と
い
う

明
治
初
期
の
姿
に
戻
る
こ
と
が
必
要
条
件
に
な
る
と
い
う
点
は
議
論
の
余
地
が
な
い
」
と
も
述
べ
て
い
た
（
農
林
省
中
海
干
拓
事
務

所　

一
九
六
九
）。
し
か
し
、
こ
れ
ら
の
批
判
は
、
事
業
が
開
始
さ
れ
た
後
の
こ
と
で
も
あ
り
、
取
り
上
げ
ら
れ
る
こ
と
は
な
か
っ
た
。

そ
し
て
、
一
九
六
七
年
に
は
漁
業
補
償
も
調
印
さ
れ
、
一
九
六
八
年
か
ら
事
業
が
実
施
さ
れ
た
の
で
あ
る
（
同
前
）。

島
根
・
鳥
取
の
意
見

対
立
と
治
水
問
題

干
拓
事
業
は
、
以
上
の
よ
う
な
経
過
を
経
て
実
施
さ
れ
る
が
、
鳥
取
県
と
米
子
市
か
ら
は
干
拓
賛
成
・
淡

水
化
不
要
の
意
見
等
が
出
さ
れ
、
島
根
県
側
の
事
業
促
進
と
の
間
の
温
度
差
が
大
き
く
存
在
し
て
い
た
。

特
に
米
子
工
区
は
県
境
を
ま
た
ぐ
位
置
に
計
画
さ
れ
た
こ
と
か
ら
異
論
が
出
さ
れ
、
一
九
六
四
年
（
昭
和
三
十
九
）
十
月
に
米
子
市

な
ど
の
意
見
を
取
り
入
れ
て
、
米
子
工
区
を
、
島
根
県
側
の
干
し
上
げ
方
式
の
安
来
工
区
お
よ
び
鳥
取
県
側
の
埋
立
方
式
の
彦
名
工
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区
に
変
更
す
る
こ
と
に
な
っ
た
（
史
・
近
現
代
Ⅱ
終
章
15
）。
ま
た
、
一
九
六
六
年
四
月
に
建
設
省
が
斐
伊
川
を
一
級
河
川
に
指
定
し
、

管
理
区
域
が
中
海
に
注
ぐ
馬ま

潟か
た

か
ら
境
水
道
ま
で
延
長
さ
れ
た
こ
と
に
よ
り
、
水
門
建
設
に
よ
る
下
流
域
の
洪
水
・
高
潮
対
策
な
ど

が
強
く
求
め
ら
れ
る
こ
と
に
な
っ
た
。
こ
の
治
水
問
題
で
は
、
鳥
取
県
も
建
設
省
と
同
様
の
意
見
で
あ
っ
た
た
め
、
問
題
が
さ
ら
に

複
雑
化
し
た
。

　

さ
ら
に
、
干
拓
事
業
と
工
業
開
発
と
の
関
係
も
当
初
か
ら
大
き
な
問
題
と
な
っ
て
い
た
。
一
九
六
六
年
十
月
に
は
島
根
・
鳥
取
両

県
に
ま
た
が
る
中
海
地
区
が
広
く
新
産
業
都
市
に
指
定
さ
れ
た
こ
と
か
ら
（
建
設
省
計
画
局
ほ
か　

一
九
六
七
）、
宍
道
湖
・
中
海
地

域
の
農
業
開
発
と
の
間
で
一
層
複
雑
な
状
況
が
生
じ
る
こ
と
に
な
っ
た
。

　

一
方
、
宍
道
湖
・
中
海
の
淡
水
湖
化
に
伴
う
漁
業
補
償
は
、
一
九
六
五
年
一
月
以
降
、
紆
余
曲
折
し
、
最
終
的
に
は
知
事
斡
旋
な

ど
に
よ
り
、
一
九
六
七
年
三
月
、
島
根
県
側
は
中
海
・
福
浦
・
森
山
・
美
保
関
の
四
つ
の
漁
業
協
同
組
合
（
以
下
、
漁
協
）
で
二
〇

億
円
、
鳥
取
県
側
は
一
一
漁
協
で
七
億
七
〇
〇
〇
万
円
で
調
印
さ
れ
た
。「
豊
穣
の
海
」
と
呼
ば
れ
て
き
た
中
海
で
は
、
農
薬
や
合

成
洗
剤
の
利
用
と
水
環
境
へ
の
無
理
解
も
あ
っ
て
、
一
九
六
〇
年
代
か
ら
水
質
汚
濁
が
進
ん
で
漁
獲
量
が
激
減
し
、
漁
業
で
の
生

計
が
成
り
立
た
な
く
な
っ
て
い
っ
た
た
め
、
漁
業
権
の
放
棄
を
受
け
入
れ
る
状
況
が
背
景
に
あ
っ
た
。
こ
の
漁
業
補
償
は
、
宍
道
湖

漁
協
が
一
九
六
七
年
四
月
に
調
印
し
た
の
を
最
後
に
、
す
べ
て
終
了
し
た
。
宍
道
湖
の
場
合
は
永
久
補
償
で
は
な
く
影
響
補
償
で
、

漁
業
権
は
残
っ
た
。
こ
こ
ま
で
の
経
過
は
島
根
県
農
林
部
の
「
中
海
干
拓
の
歩
み
」
年
表
（
桜
木
保
作
成　

一
九
六
九
）
に
詳
し
い
。

し
か
し
、
弓
ヶ
浜
半
島
と
大だ
い

根こ
ん

島し
ま

で
農
業
用
肥
料
と
し
て
大
量
に
採
取
さ
れ
て
い
た
オ
ゴ
ノ
リ
な
ど
の
海
藻
類
に
つ
い
て
は
、
漁
業

補
償
の
対
象
と
は
認
め
ら
れ
な
か
っ
た
（
鳥
取
県
農
林
水
産
部
耕
地
課　

一
九
九
〇
）。
な
お
、
宍
道
湖
シ
ジ
ミ
組
合
は
一
九
八
四
年

に
受
取
り
補
償
相
当
額
の
返
還
運
動
を
行
っ
た
。
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水
面
下
に
広
大
な

圃
場
が
完
成（
第
二
期
）
宍
道
湖
・
中
海
干
拓
淡
水
化
事
業
は
、
一
九
六
八
年
（
昭
和
四
十
三
）
の
干
拓
工
事
の
開
始
か
ら
一
九

八
三
年
の
中
間
報
告
ま
で
を
第
二
期
と
特
徴
付
け
る
こ
と
が
で
き
る
。

　

農
林
省
は
一
九
六
八
年
一
月
に
「
土
地
改
良
法
」
に
基
づ
く
事
業
開
始
手
続
き
に
着
手
し
、
十
二
月
に
は
公
有
水
面
埋
立
が
承
認

さ
れ
て
本
格
工
事
を
開
始
し
た
。
こ
れ
は
当
初
の
計
画
か
ら
見
る
と
、
五
年
八
か
月
遅
れ
て
い
た
こ
と
に
な
る
。
こ
の
年
の
十
二
月

に
は
本
庄
港
で
ポ
ン
プ
船
の
出
航
式
が
、
一
九
七
〇
年
四
月
に
は
中
海
干
拓
事
業
の
起
工
式
が
そ
れ
ぞ
れ
行
わ
れ
た
。
淡
水
化
の
た

め
の
最
も
重
要
な
施
設
で
あ
る
中
浦
水
門
は
、
一
九
六
八
年
か
ら
一
九
七
一
年
ま
で
掘
削
工
事
が
行
わ
れ
、
一
九
七
四
年
十
月
に
完

成
し
た
。
閘こ
う

門も
ん

の
操
作
業
務
も
一
九
七
七
年
十
月
に
開
始
さ
れ
た
。
干
拓
地
の
造
成
は
大お
お

海み

崎さ
き

堤
・
馬ま

渡わ
た
し

堤
・
森
山
堤
・
北
部
承

水
路
堤
お
よ
び
安
来
工
区
、
揖い

屋や

工
区
の
建
設
が
一
斉
に
ス

タ
ー
ト
し
た
。
最
大
の
干
拓
地
と
な
る
予
定
の
本
庄
工
区
で

も
工
事
が
始
ま
っ
た
。
弓
ヶ
浜
地
先
か
ら
江
島
の
南
に
か
け

て
の
採
土
場
で
は
、
ポ
ン
プ
船
に
よ
っ
て
水
深
二
〜
一
二
㍍

の
掘
削
が
行
わ
れ
た
が
、
本
庄
水
域
の
造
成
に
は
七
一
四
万

立
法
㍍
の
土
砂
が
使
用
さ
れ
た
と
記
録
さ
れ
て
い
る
。
圃
場

の
原
型
を
つ
く
る
た
め
の
工
事
は
水
面
上
に
浮
か
ぶ
船
か
ら

行
わ
れ
る
た
め
、
地
域
住
民
は
工
事
の
実
際
の
状
況
を
見

る
こ
と
は
な
く
、
漁
業
者
と
工
事
関
係
者
だ
け
が
変
わ
り
ゆ

く
湖
底
の
状
況
を
知
っ
て
い
た
と
伝
え
ら
れ
て
い
る
（
渋
谷　

＝ポンプ場

大根島

p

p

図終－9　水面下に造成された本庄工区
出典：徳岡隆夫・高安克己『中海北部（本庄工区）
アトラス』1992（一部改変）
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二
〇
一
二
）。
こ
の
工
事
は
着
々
と
進
行
し
、
圃
場
の
原
型
が
次
第
に
で
き
あ
が
っ
て
い
っ
た
（
徳
岡
・
高
安　

一
九
九
二
、
図
終
│
９
）。

図
の
黒
く
示
し
た
部
分
が
舗
道
に
当
た
る
部
分
で
、
そ
の
中
央
部
に
排
水
溝
が
掘
ら
れ
て
い
る
。
堤
防
工
事
を
完
了
さ
せ
て
中
浦
水

門
を
閉
め
切
り
、
本
庄
排
水
機
場
の
ポ
ン
プ
を
可
動
さ
せ
て
排
水
を
続
け
れ
ば
、
ほ
ぼ
完
成
し
た
広
大
な
圃
場
が
姿
を
現
す
と
こ
ろ

ま
で
工
事
が
進
行
し
て
い
っ
た
の
で
あ
る
。

進
む
工
事
と
淡
水
化

へ
の
疑
問
・
反
対

干
拓
・
淡
水
化
の
工
事
が
着
々
と
進
む
一
方
で
、
干
拓
淡
水
化
事
業
の
さ
ま
ざ
ま
な
面
に
つ
い
て
の
疑
問

や
再
考
を
求
め
る
意
見
な
ど
が
、
次
の
よ
う
に
各
方
面
か
ら
出
さ
れ
て
い
っ
た
。
一
九
七
〇
年
（
昭
和
四

十
五
）、
松
江
市
で
開
催
さ
れ
た
日
本
陸
水
学
会
で
、
奥
田
節
夫
京
都
大
学
教
授
は
水
門
閉
切
り
で
汚
濁
物
質
の
沈
殿
が
ひ
ど
く
な

る
こ
と
を
指
摘
し
、
一
九
七
二
年
に
大
石
武
一
環
境
庁
長
官
が
中
海
干
拓
の
再
考
を
求
め
、
同
年
「
中
海
・
宍
道
湖
の
自
然
を
守
る

会
」
が
結
成
さ
れ
た
（
島
根
大
学
地
域
分
析
研
究
会　

一
九
八
二
）。
こ
の
年
、
松
江
青
年
会
議
所
が
実
施
し
た
市
民
ア
ン
ケ
ー
ト
で
は
、

五
八
㌫
が
中
海
干
拓
に
反
対
の
意
見
を
表
明
し
て
い
た
。
翌
一
九
七
三
年
（
昭
和
三
十
八
）、
末
石
冨
太
郎
京
都
大
学
教
授
が
島
根

県
の
委
託
事
業
で
、
淡
水
化
は
水
質
悪
化
を
も
た
ら
す
と
い
う
意
見
の
報
告
書
を
ま
と
め
た
（
末
石　

一
九
七
三
）。
さ
ら
に
、
一
九

七
五
年
（
昭
和
五
十
）
に
環
境
省
の
中
海
淡
水
化
影
響
調
査
委
員
会
（
委
員
長
・
宮
地
傳
三
郎
京
都
大
学
教
授
）
が
報
告
書
を
発
表

し
た
が
、
そ
の
中
で
は
淡
水
化
で
水
質
汚
濁
が
さ
ら
に
進
む
と
の
見
解
が
示
さ
れ
た
（
宮
地
ほ
か　

一
九
七
五
）。

　

ま
た
、
一
九
七
五
年
に
島
根
県
が
中
海
地
区
新
産
業
都
市
計
画
の
具
体
化
と
し
て
江
島
森
山
地
区
工
業
開
発
計
画
を
提
案
し
た
が

（
史
・
近
現
代
Ⅱ
終
章
16
）、
こ
れ
が
承
認
さ
れ
た
こ
と
に
よ
り
和
名
鼻
沖
堤
防
工
事
が
中
断
さ
れ
、
森
山
排
水
機
場
は
取
り
や
め
と

な
っ
た
。
ま
た
、
森
山
堤
を
五
〇
〇
㍍
西
に
移
動
さ
せ
、
和
田
多
鼻
に
排
水
機
場
を
建
設
す
る
こ
と
に
変
更
さ
れ
た
。
干
拓
淡
水
化

事
業
の
最
終
的
な
計
画
を
図
終
│

10
に
示
す
。
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こ
れ
以
降
も
、
事
業
が
修
正
さ
れ
な
が
ら
も
進
め
ら
れ
る
中
で
、
干
拓
事
業

自
体
へ
の
疑
問
・
批
判
が
出
さ
れ
て
い
っ
た
。
こ
の
よ
う
な
中
、
一
九
八
〇
年

に
中
海
干
拓
事
務
所
が
中
浦
水
門
操
作
開
始
を
目
的
と
し
た
『「
中
浦
水
門
の

操
作
開
始
と
淡
水
化
」
中
海
干
拓
事
業
』
と
題
す
る
パ
ン
フ
レ
ッ
ト
を
刊
行
し

て
、「
中
海
宍
道
湖
を
淡
水
化
す
る
こ
と
は
そ
の
水
質
の
浄
化
に
つ
な
が
る
と

考
え
て
よ
い
か
と
思
い
ま
す
」
と
主
張
す
る
と
、
住
民
の
反
対
運
動
が
加
速
さ

れ
た
。
一
九
八
一
年
に
は
、
鯨
岡
兵
輔
環
境
庁
長
官
が
閣
議
で
中
海
・
宍
道
湖

の
汚
濁
に
つ
い
て
善
処
を
要
望
し
、
同
年
、
高
野
正
義
島
根
県
環
境
保
健
部
長

が
淡
水
化
で
水
質
が
改
善
さ
れ
る
と
い
う
の
は
疑
問
で
あ
る
と
し
て
五
〜
一
〇

年
間
、
事
業
の
延
期
を
求
め
る
と
い
う
考
え
を
表
明
し
た
。
同
年
、
宍
道
湖
漁

協
が
淡
水
化
延
期
を
決
議
し
、
松
江
青
年
会
議
所
も
三
〇
〇
〇
人
対
話
集
会
を

開
催
し
た
ほ
か
、「
島
根
の
自
然
を
守
る
会
」
も
総
会
で
決
議
す
る
な
ど
干
拓

事
業
の
延
期
・
反
対
の
声
が
高
ま
っ
て
い
っ
た
。

　

こ
の
よ
う
な
住
民
運
動
は
こ
の
後
も
高
ま
り
、
一
九
八
二
年
（
昭
和
五
十
七
）

に
宮
本
憲
一
大
阪
市
立
大
学
教
授
が
干
拓
淡
水
化
に
よ
っ
て
環
境
破
壊
の
怖
れ

が
あ
る
と
指
摘
し
、
安
来
で
は
「
中
浦
水
門
締
切
反
対
の
会
」
が
結
成
さ
れ
た
。

こ
の
年
、
中
海
・
宍
道
湖
両
漁
協
が
三
万
八
〇
〇
〇
人
の
署
名
を
も
っ
て
淡
水

図終－10　農林水産省による中海宍道湖干拓淡水化計画 
出典：農林水産省中国四国農政局中海干拓事務所パンフレット　1989（一部改変）
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化
延
期
を
農
林
水
産
省
（
以
下
、
農
水
省
）
に
陳
情
し
、「
宍
道
湖
の
水
を
守
る
会
」
も
結
成
さ
れ
た
。
科
学
者
の
間
で
も
淡
水
化

反
対
の
声
が
高
ま
っ
た
。
日
本
科
学
者
会
議
島
根
支
部
は
二
回
の
中
海
シ
ン
ポ
ジ
ウ
ム
（
一
九
七
五
・
一
九
七
六
年
）
で
中
海
干
拓

淡
水
化
問
題
を
と
り
あ
げ
、
一
九
八
〇
年
に
は
『
島
根
の
科
学
と
住
民
’80
』
を
出
版
し
て
科
学
的
に
見
た
事
業
の
問
題
点
を
指
摘
し

た
。
こ
れ
ら
の
経
験
を
踏
ま
え
て
、
一
九
八
二
年
に
島
根
大
学
の
研
究
者
ら
は
共
同
研
究
の
成
果
を
『
飫お

宇う

の
入
海
│
中
海
と
そ
の

干
拓
淡
水
化
を
め
ぐ
っ
て
』
と
題
し
て
出
版
す
る
と
、
同
書
は
反
対
運
動
の
拠
り
ど
こ
ろ
と
な
っ
た
。
そ
し
て
、
松
江
青
年
会
議
所

は
「
勇
気
を
も
っ
て
た
ち
ど
ま
れ
」
と
提
言
し
、
翌
一
九
八
三
年
に
は
、
住
民
団
体
が
「
中
海
・
宍
道
湖
の
富
栄
養
化
の
防
止
に
関

す
る
条
例
」
の
制
定
を
求
め
て
県
議
会
に
直
接
請
求
を
行
っ
た
。

　

こ
の
よ
う
な
状
況
の
下
に
一
九
八
三
年
三
月
、
農
水
省
中
海
干
拓
事
務
所
は
六
四
二
頁
に
お
よ
ぶ
『
宍
道
湖
中
海
淡
水
湖
化
に
関

連
す
る
水
理
水
質
及
び
生
態
の
挙
動
に
つ
い
て
（
中
間
報
告
）』
を
公
表
し
、
そ
の
中
で
、「
淡
水
湖
化
は
湖
の
現
状
程
度
の
水
質
を

ほ
ぼ
維
持
し
な
が
ら
進
め
て
い
く
こ
と
が
可
能
」
と
結
論
付
け
て
い
た
。
し
か
し
、
こ
の
結
論
に
つ
い
て
は
委
員
会
内
部
で
異
論
が

出
さ
れ
、
さ
ら
に
検
討
す
る
こ
と
に
な
っ
た
た
め
、「
中
間
報
告
」
の
文
字
が
付
け
加
え
ら
れ
た
の
で
あ
る
。
こ
の
「
中
間
報
告
」
は
、

農
水
省
が
島
根
・
鳥
取
両
県
と
関
連
自
治
体
に
淡
水
化
試
行
へ
の
同
意
を
一
九
八
四
年
度
内
に
も
求
め
る
説
明
資
料
と
し
て
作
成
さ

れ
た
も
の
で
あ
る
が
、
淡
水
化
す
る
こ
と
に
よ
る
湖
の
生
態
系
の
変
化
な
ど
が
十
分
に
解
明
さ
れ
て
お
ら
ず
、
説
得
力
を
欠
く
と
一

般
に
受
け
取
ら
れ
た
。「
中
間
報
告
」
に
対
し
て
は
地
元
の
研
究
者
を
中
心
と
し
て
批
判
的
な
見
解
が
数
多
く
出
さ
れ
、
住
民
の
反

対
運
動
は
一
層
の
高
揚
を
見
せ
て
い
っ
た
。
斐
伊
川
水
系
を
管
理
す
る
建
設
省
は
、
一
九
七
八
年
に
中
海
湖
心
に
観
測
塔
を
設
置
し
、

宍
道
湖
・
中
海
で
の
水
質
観
測
網
を
強
化
し
、一
九
八
三
年
三
月
に
発
行
さ
れ
た『
み
ず
う
み
の
水
質
、斐
伊
川
水
系
中
海
・
宍
道
湖
』

で
は
、
宍
道
湖
で
ア
オ
コ
が
発
生
し
た
と
報
告
し
た
が
、
こ
れ
が
識
者
の
注
目
す
る
と
こ
ろ
と
な
っ
た
。
ま
た
、
中
国
地
方
建
設
局
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出
雲
工
事
事
務
所
は
中
国
四
国
農
政
局
中
海
干
拓
事
務
所
に
対
し
て
、
斐
伊
川
水
系
を
管
理
す
る
立
場
か
ら
、「
中
間
報
告
」
に
つ

い
て
、
治
水
上
の
問
題
に
関
す
る
一
二
四
項
目
も
の
質
問
を
二
回
に
わ
け
て
中
海
干
拓
事
務
所
に
提
出
し
た
。

水
門
閉
め
切
り
は
水
質
悪
化
│

専
門
家
か
ら
の
警
告（
第
三
期
）
農
水
省
が
淡
水
化
試
行
を
要
請
し
た
一
九
八
四
年
（
昭
和
五
十
九
）
か
ら
住
民
側
の
反
対
運
動

が
起
こ
る
中
で
干
拓
事
務
所
が
閉
所
す
る
一
九
九
二
年（
平
成
四
）ま
で
の
時
期
は
、宍
道
湖
・

中
海
干
拓
淡
水
化
事
業
の
第
三
期
と
特
徴
付
け
る
こ
と
が
で
き
る
。

　

一
九
八
四
年
三
月
に
は
、
水
門
操
作
に
よ
る
淡
水
化
を
中
心
と
し
た
パ
ン
フ
レ
ッ
ト
『
中
海
干
拓
と
淡
水
化
』
と
と
も
に
、『
中

海
干
拓
と
淡
水
化
│
資
源
創
造　

明
日
の
土
地
と
水
の
た
め
に
』
が
中
海
干
拓
事
務
所
に
よ
っ
て
刊
行
さ
れ
た
。
そ
の
巻
頭
に
は

「
も
と
も
と
宍
道
湖
は
淡
水
湖
で
し
た
」
と
い
う
文
言
の
下
に
、「
か
っ
て
淡
水
湖
で
あ
っ
た
宍
道
湖
、
汽
水
湖
で
あ
る
中
海
が
、
新

た
な
期
待
を
に
な
っ
て
、
淡
水
湖
と
し
て
開
発
さ
れ
地
域
発
展
の
要
と
な
る
日
が
近
づ
い
て
い
ま
す
」
と
書
か
れ
て
い
た
。
そ
こ
で

は
事
業
の
目
的
と
し
て
、
①
中
海
に
二
五
〇
〇
㌶
の
新
し
い
土
地
を
生
み
出
す
こ
と
、
②
宍
道
湖
・
中
海
を
淡
水
化
し
水
資
源
を
開

発
す
る
こ
と
、
③
干
拓
地
と
沿
岸
の
農
地
に
灌
漑
用
水
を
補
給
す
る
こ
と
、
の
三
点
が
述
べ
ら
れ
て
い
た
。
そ
の
一
方
、
淡
水
化
の

影
響
と
し
て
、
①
流
れ
が
ス
ム
ー
ス
に
な
り
停
滞
が
解
消
さ
れ
る
こ
と
、
②
湖
底
ま
で
酸
素
が
供
給
さ
れ
水
質
浄
化
に
役
立
つ
こ

と
、
③
海
水
の
流
入
が
な
く
な
っ
て
も
水
質
を
悪
化
さ
せ
る
も
の
で
は
な
い
こ
と
、
④
淡
水
化
は
汽
水
状
態
に
水
質
を
ほ
ぼ
維
持
し

な
が
ら
進
め
て
い
く
こ
と
が
可
能
で
あ
る
こ
と
、
な
ど
と
解
説
さ
れ
て
い
た
。
さ
ら
に
、
地
元
紙
に
全
面
広
告
も
掲
載
さ
れ
た
こ
と

で
市
民
の
関
心
が
さ
ら
に
高
ま
っ
た
。
中
海
干
拓
事
務
所
の
こ
の
よ
う
な
見
解
に
つ
い
て
は
、
専
門
的
な
立
場
か
ら
の
批
判
的
な
指

摘
が
相
次
い
だ
。
伊
達
善
夫
島
根
大
学
教
授
は
「
淡
水
化
さ
れ
れ
ば
、
夏
季
に
か
な
り
大
量
の
ア
オ
コ
発
生
が
予
測
さ
れ
、
水
質
は

悪
化
す
る
可
能
性
が
高
い
こ
と
」（「
山
陰
中
央
新
報
」
一
九
八
四
年
八
月
二
十
一
日
、
写
真
終
│
６
）
を
指
摘
し
、
大
竹
久
夫
東
京
大
学
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助
教
授
は
島
根
大
学
在
職
中
の
調
査
か
ら
「
海
水
の
流
出
入

に
よ
る
浄
化
作
用
が
水
門
を
閉
め
切
る
こ
と
に
よ
っ
て
な
く

な
り
、
水
質
悪
化
が
進
む
」
こ
と
（「
読
売
新
聞
（
島
根
版
）」

同
年
十
一
月
六
日
、
写
真
終
│
７
）
を
指
摘
し
た
（
史
・
近
現

代
Ⅱ
終
章
18
・
19
）。
日
本
科
学
者
会
議
島
根
支
部
は
十
月
に

住
民
向
け
の
学
習
会
を
行
い
、
機
関
誌
で
総
括
的
な
問
題
点

の
指
摘
を
行
っ
た
。
鳥
取
・
島
根
両
県
は
、
多
く
の
専
門
家

か
ら
異
論
が
出
さ
れ
た
こ
と
か
ら
、
中
間
報
告
の
水
質
お
よ

び
生
態
系
に
関
し
専
門
的
見
地
か
ら
の
意
見
を
求
め
る
助
言

者
会
議
を
設
置
し
、
一
九
八
六
年
二
月
に
沖
野
外と

輝き

夫お

信
州

大
学
諏
訪
湖
実
験
所
長
ら
委
員
九
名
に
よ
る
「
助
言
者
会
議

見
解
」
が
公
表
さ
れ
た
。
そ
こ
で
は
「
中
間
報
告
」
の
結
論

に
対
し
て
、
こ
れ
を
導
く
過
程
に
種
々
の
問
題
が
存
在
す
る

こ
と
が
指
摘
さ
れ
、結
論
自
体
が
疑
問
で
あ
る
と
し
て
い
た
。

「
中
間
報
告
」
の
予
測
よ
り
悪
化
が
懸
念
さ
れ
る
事
項
と
し

て
、
生
物
生
産
の
増
加
と
貧
酸
素
水
塊
の
形
成
、
リ
ン
の
溶

出
、
微
弱
密
度
流
へ
の
過
度
の
期
待
、
現
況
で
の
海
水
に
よ

写真終－6　「山陰中央新報」1984
年８月21日

写真終－7　「読売新聞（島根版）」1984年11月
６日 

836

終章　私たちの松江─これまでとこれから



る
水
質
浄
化
作
用
の
過
小
評
価
、
ア
オ
コ
発
生
に
よ
る
水
質
悪
化
へ
の
懸
念
な
ど
が
指
摘
さ
れ
、
全
体
と
し
て
「
中
間
報
告
」
に
多

く
の
問
題
が
あ
る
こ
と
が
明
ら
か
に
さ
れ
た
（
助
言
者
会
議　

一
九
八
六
）。
な
お
、
淡
水
化
中
止
に
至
る
経
緯
と
水
質
問
題
に
つ
い

て
は
、
伊
達
善
夫
が
淡
水
湖
化
の
研
究
委
員
会
に
水
質
・
プ
ラ
ン
ク
ト
ン
委
員
会
の
委
員
長
と
し
て
関
わ
っ
た
経
緯
を
含
め
て
詳
細

に
記
述
し
て
い
る
（
伊
達　

二
〇
一
一
）。

高
揚
す
る

住
民
運
動

一
九
八
〇
年
代
の
半
ば
か
ら
、
住
民
運
動
は
さ
ら
に
盛
り
上
が
っ
て
い
っ
た
。
一
九
八
四
年
（
昭
和
五
十
九
）
に
、

そ
れ
ま
で
の
住
民
団
体
が
結
集
し
て
「
中
海
・
宍
道
湖
淡
水
化
に
反
対
す
る
住
民
団
体
連
絡
会
」（
保
母
武
彦
島

根
大
学
教
授
代
表
）
と
な
り
、
二
三
万
人
の
署
名
を
集
め
て
関
係
す
る
市
と
町
へ
の
陳
情
を
行
っ
た
。
翌
一
九
八
五
年
に
は
松
江
市

で
開
催
さ
れ
た
「
水
郷
水
都
全
国
会
議
」
で
淡
水
化
反
対
が
決
議
さ
れ
、
七
月
に
は
追
加
を
含
め
て
署
名
数
は
三
二
万
人
に
達
し
た
。

さ
ら
に
一
九
八
六
年
に
は
前
述
の
助
言
者
会
議
が
見
解
を
公
表
し
た
こ
と
は
、反
対
運
動
に
科
学
的
根
拠
を
与
え
る
も
の
と
な
っ
た
。

地
元
の
研
究
者
ら
に
よ
る
『
宍
道
湖
の
自
然
』（
佐
藤
編　

一
九
八
五
）
の
刊
行
も
大
き
な
役
割
を
果
た
し
た
。

　

こ
の
よ
う
な
動
き
に
対
し
て
、
中
海
干
拓
事
務
所
は
一
九
八
六
年
に
限
定
的
淡
水
化
試
行
計
画
を
発
表
し
、
事
態
の
打
開
を
図
っ

た
。
ま
た
、
翌
一
九
八
七
年
に
は
島
根
県
も
水
門
を
一
部
開
放
す
る
と
い
う
淡
水
化
を
提
案
し
、
中
海
干
拓
事
務
所
が
前
年
発
表
し

て
い
た
限
定
的
淡
水
化
試
行
計
画
を
島
根
・
鳥
取
両
県
に
申
し
入
れ
た
。
一
方
、
住
民
団
体
連
絡
会
は
、
翌
一
九
八
八
年
に
一
五
万

人
の
署
名
を
添
え
て
「
景
観
保
全
条
例
」
の
制
定
を
求
め
る
直
接
請
求
を
島
根
県
に
提
出
し
た
。
こ
の
年
、
国
会
で
は
竹
下
登
総
理

大
臣
が
「
干
拓
事
業
は
着
工
当
時
と
状
況
が
変
わ
っ
た
。
県
民
全
体
の
ニ
ー
ズ
が
大
変
に
変
わ
っ
て
き
た
と
い
う
現
実
は
無
視
で
き

な
い
」
と
発
言
し
て
、
地
元
の
空
気
を
大
き
く
変
え
て
い
っ
た
。
こ
う
し
て
、
島
根
・
鳥
取
両
県
知
事
が
淡
水
化
試
行
の
凍
結
を
表

明
し
、
農
水
省
に
対
し
て
は
、
当
分
の
間
延
期
す
る
こ
と
が
適
当
で
あ
る
と
の
申
し
入
れ
を
行
っ
た
（
保
母　

一
九
八
九
、
史
・
近
現
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代
Ⅱ
終
章
20
）。

　

こ
の
よ
う
な
地
元
両
県
の
動
き
を
受
け
て
、農
水
省
は
淡
水
化
の
凍
結
を
正
式
に
決
定
し
、本
庄
工
区
土
地
利
用
検
討
委
員
会（
農

水
省
・
島
根
県
・
鳥
取
県
）
も
、
結
論
が
出
る
ま
で
は
本
庄
工
区
の
工
事
を
中
止
す
る
と
し
た
。
そ
し
て
一
九
九
一
年
（
平
成
三
）、

島
根
県
と
農
水
省
が
協
定
し
て
本
庄
工
区
の
工
事
を
五
年
間
延
期
す
る
こ
と
を
決
定
し
、
翌
一
九
九
二
年
九
月
に
現
地
に
あ
っ
た
中

海
干
拓
事
務
所
は
閉
所
さ
れ
た
。
な
お
、
中
海
干
拓
事
務
所
は
『
中
海
干
拓
工
事
史
』
を
一
九
九
三
年
に
ま
と
め
、
農
水
省
の
研
究

委
員
会
で
は
魚
数
・
底
生
動
物
小
委
員
会
と
水
質
プ
ラ
ン
ク
ト
ン
委
員
会
は
中
間
報
告
以
降
も
研
究
を
継
続
し
、
一
九
九
〇
年
に
充

実
し
た
結
果
を
報
告
し
て
い
る
。

国
際
生
態
学
シ
ン
ポ
ジ
ウ
ム
と

島
根
大
汽
水
域
研
究
セ
ン
タ
ー

中
海
・
宍
道
湖
の
干
拓
淡
水
化
事
業
の
休
止
期
に
、
二
つ
の
注
目
す
べ
き
動
き
が
見
ら
れ
た
。

そ
の
一
つ
は
、
一
九
九
〇
年
（
平
成
二
）
九
月
に
松
江
市
で
国
際
生
態
学
シ
ン
ポ
ジ
ウ
ム
「
汽

水
域
・
そ
の
豊
か
な
生
態
系
を
求
め
て
」
が
、
日
本
生
態
学
会
・
国
際
生
態
学
会
・
島
根
県
の
主
催
で
開
か
れ
た
こ
と
で
あ
る
（
川

那
部
・
伊
達　

一
九
九
一
）。
こ
の
シ
ン
ポ
ジ
ウ
ム
に
は
研
究
者
だ
け
で
な
く
、
漁
業
者
や
住
民
運
動
に
参
加
し
た
人
々
も
多
数
参
加

し
た
。
主
催
者
の
一
人
で
淡
水
湖
化
の
研
究
委
員
会
の
魚
類
委
員
長
で
も
あ
っ
た
川か
わ

那な

部べ

浩ひ
ろ

哉や

京
都
大
学
教
授
は
、「
汽
水
と
い
う

言
葉
が
広
ま
っ
た
の
は
宍
道
湖
・
中
海
の
お
か
げ
」
と
述
べ
た
上
で
、
汽
水
域
の
特
徴
を
「
豊
か
さ
」「
変
動
の
激
し
さ
」
に
あ
る

と
指
摘
し
、
そ
の
永
続
的
発
展
の
道
に
つ
い
て
科
学
的
な
根
拠
に
基
づ
く
講
演
を
行
っ
た
（
史
・
近
現
代
Ⅱ
終
章
21
）。
も
う
一
つ
は
、

一
九
九
二
年
四
月
に
島
根
大
学
に
汽
水
域
研
究
セ
ン
タ
ー
が
文
部
省
令
施
設
と
し
て
設
置
さ
れ
た
こ
と
で
あ
る
。
同
セ
ン
タ
ー
は
、

島
根
大
学
が
そ
れ
ま
で
展
開
し
て
き
た
山
陰
地
域
に
関
す
る
学
際
的
研
究
を
基
盤
と
し
て
、
汽
水
域
の
自
然
と
歴
史
・
文
化
の
総
合

的
研
究
施
設
と
し
て
、
島
根
県
の
積
極
的
な
支
援
も
あ
っ
て
実
現
し
た
も
の
で
あ
っ
た
。
汽
水
域
研
究
セ
ン
タ
ー
は
そ
の
後
、
二
〇
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一
八
年
度
か
ら
拡
充
改
組
さ
れ
て
エ
ス
チ
ュ
ア
リ
研
究
セ
ン
タ
ー
と
な
っ
た
が
、
開
設
以
来
、
干
拓
・
淡
水
化
問
題
に
も
積
極
的
に

関
わ
り
、
講
演
会
・
討
論
会
の
開
催
、
中
海
の
調
査
研
究
教
育
な
ど
で
そ
の
役
割
を
果
た
し
て
い
る
（
島
根
大
学
汽
水
域
研
究
セ
ン
タ

ー　

一
九
九
三
・
一
九
九
五
、
高
安
編　

二
〇
〇
一
）。

島
根
県
に
よ
る
再
度
の

干
陸
推
進
（
第
四
期
）

一
九
九
三
年
（
平
成
五
）
か
ら
一
九
九
七
年
に
至
る
五
年
間
は
、
農
水
省
と
島
根
・
鳥
取
両
県
の
本
庄

工
区
協
定
書
に
基
づ
い
て
工
事
が
延
期
・
休
止
と
な
っ
た
期
間
で
あ
り
、
そ
の
後
、
島
根
県
に
よ
る
本

庄
工
区
の
全
面
干
陸
の
提
案
か
ら
、
そ
の
中
止
、
さ
ら
に
二
〇
〇
二
年
に
は
中
海
・
宍
道
湖
の
淡
水
化
も
中
止
さ
れ
る
に
至
る
と
い

う
経
過
を
た
ど
っ
た
。
事
業
が
未
完
に
終
わ
る
こ
と
に
な
っ
た
こ
の
期
間
は
第
四
期
と
位
置
付
け
ら
れ
る
。

　

一
九
九
二
年
か
ら
一
九
九
四
年
ま
で
、
島
根
県
は
淡
水
化
を
前
提
と
し
た
水
質
予
測
専
門
家
会
議
を
設
け
る
と
と
も
に
、
一
九
九

二
年
度
か
ら
三
か
年
、
議
会
・
民
間
・
漁
業
者
・
専
門
家
三
一
名
で
構
成
す
る
「
本
庄
工
区
土
地
利
用
懇
話
会
」
を
設
置
し
、
全
面

干
陸
・
部
分
干
陸
お
よ
び
全
面
水
域
利
用
の
三
案
に
つ
い
て
、
前
提
条
件
を
つ
け
ず
に
一
一
回
の
討
議
を
行
っ
た
。
そ
の
最
終
段
階

で
の
委
員
の
意
見
分
布
は
、
全
面
干
陸
を
支
持
す
る
者
が
大
部
分
で
あ
っ
た
が
、
な
ぜ
か
三
論
併
記
の
答
申
が
出
さ
れ
た
。
こ
れ
を

参
考
に
し
て
澄
田
信
義
島
根
県
知
事
は
、
一
九
九
五
年
十
二
月
の
県
議
会
で
「
全
面
干
陸
、
農
地
利
用
」
と
し
て
工
事
を
再
開
す
る

こ
と
を
農
水
省
に
要
請
す
る
と
い
う
考
え
を
表
明
し
た
。
そ
し
て
、
翌
一
九
九
六
年
七
月
発
行
の
パ
ン
フ
レ
ッ
ト
「
中
海
干
拓
事
業

本
庄
工
区　

緑
と
水
の
大
地
創
造
」
で
は
、「
本
庄
工
区
は
、
既
に
五
八
〇
億
円
も
の
巨
費
が
投
じ
ら
れ
、
大
根
島
と
本
土
を
結
ぶ

堤
防
が
出
来
上
が
る
な
ど
、
大
部
分
の
工
事
を
終
え
て
お
り
、
再
開
す
れ
ば
二
十
一
世
紀
初
め
に
は
一
四
〇
〇
㌶
の
緑
の
大
地
が
出

現
し
ま
す
」
と
説
明
さ
れ
た
（
図
終
│

11
）。
し
か
し
、
こ
の
構
想
は
以
前
の
一
部
工
業
開
発
を
含
む
農
地
利
用
案
と
は
大
き
く
異
な

る
内
容
で
あ
っ
た
。
こ
の
構
想
に
対
し
て
は
、
技
術
的
側
面
か
ら
、
①
干
陸
予
定
地
が
斐
伊
川
の
最
下
流
に
位
置
し
、
水
深
五
〜
七
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㍍
で
深
す
ぎ
る
こ
と
、
②
森
山
堤
の
位
置
が
変
更
さ
れ
た
こ
と
に
よ
り
伏
在
す
る
活
断
層
へ
の
対
策
が
必
要
に
な
る
と
と
も
に
、
大

根
島
と
江
島
の
地
下
水
の
保
全
が
求
め
ら
れ
る
な
ど
克
服
困
難
な
課
題
が
あ
る
こ
と
、
ま
た
干
拓
地
が
農
業
・
畜
産
に
利
用
さ
れ
る

こ
と
で
予
想
さ
れ
る
中
海
の
水
質
汚
濁
の
問
題
が
あ
る
こ
と
な
ど
が
指
摘
さ
れ
た
（
島
根
大
学
汽
水
域
研
究
セ
ン
タ
ー　

一
九
九
五
）。

本
庄
工
区
の
干
陸
は
初
め
て
問
題
と
さ
れ
た
こ
と
で
あ
る
が
、
当
初
の
干
拓
計
画
作
成
時
に
は
大
根
島
は
新
第
三
紀
の
火
山
岩
と
み

な
さ
れ
（
西
山
・
三
浦　

一
九
六
三
、
建
設
省
計
画
局
ほ
か　

一
九
六
七
）、
干
拓
堤
防
に

代
用
で
き
る
と
考
え
ら
れ
て
い
た
。
し
か
し
、
実
際
に
は
第
四
紀
の
陸
上
噴
出
の
火
山

で
あ
る
こ
と
が
再
確
認
さ
れ
た
。
そ
の
た
め
割
れ
目
と
空

が
多
く
、
水
面
下
五
〜
七

㍍
の
陸
地
に
隣
接
し
た
場
合
に
は
淡
水
レ
ン
ズ
の
消
失
と
と
も
に
干
陸
地
へ
の
湧
水
が

起
こ
る
こ
と
、
そ
の
対
策
に
は
膨
大
な
経
費
が
か
か
り
、
実
施
は
非
常
に
困
難
で
あ
る

こ
と
が
明
ら
か
に
さ
れ
た
（
澤
田　

一
九
九
九
、
徳
岡　

一
九
九
四
・
二
〇
〇
一
）。

深
化
す
る

住
民
運
動

澄
田
島
根
県
知
事
が
本
庄
工
区
の
干
陸
化
を
提
案
す
る
と
、
賛
否
両

論
が
出
さ
れ
た
。
宍
道
湖
・
中
海
の
淡
水
化
に
つ
い
て
は
依
然
と
し

て
「
凍
結
」
の
状
況
が
続
い
て
い
た
が
、
淡
水
化
は
な
い
、
し
た
が
っ
て
宍
道
湖
の
ヤ

マ
ト
シ
ジ
ミ
は
守
ら
れ
た
、
と
誰
も
が
思
っ
て
い
た
こ
と
か
ら
、
こ
の
後
は
本
庄
工
区

と
中
海
の
問
題
と
捉
え
ら
れ
た
。
鳥
取
県
側
に
拠
点
を
お
く
「
美
し
い
中
海
を
守
る
住

民
会
議
」（
一
九
九
七
・
一
九
九
八
）
は
、
中
海
と
宍
道
湖
は
「
双
子
の
湖
」
で
あ
る

と
い
う
主
張
の
下
で
住
民
運
動
を
繰
り
広
げ
て
い
っ
た
。
ま
た
、
高
齢
の
女
性
た
ち
に

図終－11　本庄工区全体構想イメージ図
（島根県「中海干拓事業本庄工区　緑と水の大地創造」パンフレ
ット　1996） 
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よ
る
ユ
ニ
ー
ク
な
活
動
と
し
て
、「
ゆ
り
か
も
め
の
会
」が
中
海
干
拓
を
自
ら
学
び
、意
見
を
ま
と
め
て
一
九
九
六
〜
二
〇
〇
〇
年（
平

成
八
〜
十
二
）
に
八
回
に
わ
た
っ
て
意
見
広
告
を
新
聞
紙
上
に
掲
載
し
た
が
（
記
録
は
松
江
市
立
図
書
館
に
保
存
）、
そ
の
活
動
は
清

新
で
注
目
さ
れ
た
。

　

一
九
九
五
年
に
は
、
干
陸
に
賛
成
す
る
立
場
と
反
対
す
る
立
場
の
そ
れ
ぞ
れ
か
ら
新
し
い
動
き
が
展
開
さ
れ
た
。
住
民
会
議
の
活

動
も
引
き
継
い
だ
宍
道
湖
中
海
汽
水
湖
研
究
所（
保
母
武
彦
代
表
）は
、干
拓
事
業
を
中
止
す
る
よ
う
島
根
県
知
事
に
申
し
入
れ
、「
豊

か
な
汽
水
域
を
後
世
に
活
か
す
市
民
会
議
」
と
し
て
公
害
調
停
を
申
請
す
る
と
と
も
に
、
中
海
漁
協
も
干
陸
中
止
を
島
根
県
に
陳
情

し
た
。
こ
れ
に
対
し
て
、
松
江
青
年
会
議
所
・
松
江
商
工
会
議
所
は
全
面
干
陸
へ
の
支
持
を
表
明
し
た
。
一
方
、
八
束
町
（
大
根
島
）

有
権
者
の
八
割
が
干
陸
反
対
の
署
名
に
応
じ
、
こ
れ
が
町
に
提
出
さ
れ
た
。
そ
の
よ
う
な
中
、
島
根
県
知
事
は
、
県
議
会
で
本
庄
工

区
を
全
面
干
陸
し
て
農
業
に
利
用
す
る
と
い
う
方
針
を
正
式
に
表
明
し
た
の
で
あ
る
。

　

翌
一
九
九
六
年
に
な
る
と
、
賛
否
そ
れ
ぞ
れ
の
動
き
は
さ
ら
に
め
ま
ぐ
る
し
い
も
の
に
な
っ
た
。
干
陸
化
に
賛
成
す
る
立
場
か
ら

は
、
島
根
県
の
経
済
同
友
会
・
Ｊ
Ａ
島
根
県
連
が
全
面
干
陸
を
支
持
し
、
島
根
県
議
会
も
全
面
干
陸
・
農
業
利
用
を
了
承
し
た
。
一

方
、
干
陸
に
慎
重
・
反
対
の
立
場
か
ら
は
、「
豊
か
な
汽
水
域
を
後
世
に
活
か
す
市
民
会
議
」
が
六
万
四
〇
〇
〇
人
の
署
名
を
集
め

て
住
民
投
票
条
例
の
制
定
を
知
事
に
直
接
請
求
し
、
鳥
取
県
側
で
は
米
子
市
長
が
干
陸
反
対
を
表
明
し
た
。
ま
た
、
環
境
庁
は
島
根

県
に
対
し
て
水
質
予
測
報
告
書
に
補
足
調
査
を
行
う
よ
う
要
請
し
た
。

　

こ
の
よ
う
な
中
、
西
尾
邑
次
鳥
取
県
知
事
が
干
陸
是
認
を
表
明
し
、
島
根
県
知
事
も
一
九
九
六
年
十
二
月
に
最
終
判
断
を
表
明
し

た
の
で
あ
る
。
そ
の
理
由
は
、
①
宍
道
湖
・
中
海
の
将
来
水
質
は
堤
防
開
削
、
干
拓
な
ど
の
地
形
変
化
に
伴
う
影
響
は
少
な
い
、
②

全
面
干
拓
は
こ
れ
ま
で
の
投
資
と
今
後
の
財
政
負
担
を
無
駄
に
す
る
こ
と
な
く
、
地
域
振
興
に
不
可
欠
の
土
地
が
安
い
コ
ス
ト
で
取
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得
で
き
る
、
③
新
た
な
土
地
を
生
み
出
す
こ
と
は
県
政
発
展
の
大
き
な
原
動
力
と
な
り
、
新
た
な
景
観
の
形
成
が
期
待
で
き
る
、
④

新
た
な
農
業
の
展
開
を
図
る
必
要
が
あ
る
、
の
四
点
で
あ
っ
た
。

　

こ
こ
ま
で
、
地
元
松
江
市
・
八
束
郡
各
町
村
と
島
根
県
、
鳥
取
県
と
米
子
市
な
ど
で
賛
否
そ
れ
ぞ
れ
の
主
張
と
取
り
組
み
が
な
さ

れ
て
き
た
が
、
一
九
九
六
年
八
月
頃
か
ら
中
海
干
拓
問
題
は
全
国
的
な
政
治
問
題
に
な
っ
て
い
っ
た
（
石
倉　

一
九
九
七
な
ど
）。
自

由
民
主
党
・
社
会
民
主
党
・
新
党
さ
き
が
け
の
与
党
三
党
は
、
干
拓
再
開
の
是
非
を
判
断
す
る
た
め
、
水
産
・
環
境
な
ど
に
つ
い
て

二
年
間
に
わ
た
る
調
査
を
実
施
す
る
こ
と
で
合
意
し
た
。
こ
れ
を
承
け
て
農
水
省
は
一
九
九
七
年
度
予
算
で
そ
の
調
査
費
三
億
三
三

〇
〇
万
円
を
要
求
し
、
決
定
さ
れ
た
。
さ
ら
に
、
新
党
さ
き
が
け
・
社
会
民
主
党
・
新
進
党
・
民
主
党
・
日
本
共
産
党
・
太
陽
党
の

六
党
が
松
江
市
で
干
陸
問
題
シ
ン
ポ
ジ
ウ
ム
を
開
催
し
た
。
翌
一
九
九
七
年
に
な
る
と
、
与
党
三
党
は
干
拓
の
代
案
と
し
て
、
北
部

承
水
路
堤
に
潮
通
し
パ
イ
プ
を
設
け
る
と
い
う
水
産
振
興
策
の
可
能
性
を
調
査
す
る
こ
と
で
合
意
し
た
。
こ
の
水
産
振
興
可
能
性
調

査
の
た
め
、農
水
省
の「
本
庄
工
区
水
産
調
査
専
門
委
員
会
」（
青
山
恒
雄
委
員
長
・
水
産
大
学
院
名
誉
教
授
）が
同
年
九
月
に
発
足
し
、

一
九
九
九
年
一
月
ま
で
活
動
を
続
け
た
。
こ
う
し
た
動
き
が
見
ら
れ
た
一
九
九
七
年
は
、
有
明
海
国
営
佐
賀
干
拓
と
熊
本
県
羊
角
湾

干
拓
が
廃
止
に
向
か
っ
た
年
で
も
あ
っ
た
。

　

一
九
九
八
年
に
な
る
と
二
つ
の
調
査
が
実
施
さ
れ
た
。
一
つ
は
農
水
省
に
よ
る
ア
サ
リ
の
放
流
、
サ
ル
ボ
ウ
貝
の
垂
下
養
殖
な
ど

の
水
産
調
査
で
あ
り
（
史
・
近
現
代
Ⅱ
終
章
22
）、
も
う
一
つ
は
島
根
大
学
汽
水
域
研
究
セ
ン
タ
ー
に
よ
る
自
主
調
査
で
あ
っ
た
（
島

根
大
学
汽
水
域
研
究
セ
ン
タ
ー　

一
九
九
九
）。

　

こ
の
よ
う
な
動
き
の
上
に
一
九
九
九
年
、
農
水
省
は
前
述
の
本
庄
工
区
水
産
調
査
専
門
委
員
会
を
経
て
、
森
山
及
び
大
海
崎
の
両

堤
防
の
開
削
を
織
り
込
ん
だ
シ
ミ
ュ
レ
ー
シ
ョ
ン
（
潮
汐
に
合
わ
せ
た
中
浦
水
門
の
操
作
│
上
げ
潮
で
全
開
、
下
げ
潮
で
全
閉
│
に
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つ
い
て
も
参
考
と
し
て
試
算
）
を
行
い
、
本
庄
水
域
の
水
質
が
堤
防
設
置
以
前
の
良
好
な
漁
場
環
境
に
ど
こ
ま
で
戻
る
か
に
つ
い
て

の
検
討
結
果
を
公
表
し
た
。
翌
二
〇
〇
〇
年
、
農
水
省
の
本
庄
工
区
土
地
利
用
検
討
委
員
会
が
、
①
全
面
干
陸
、
②
干
拓
し
な
い
、

③
部
分
干
陸
、
の
三
案
を
農
水
省
に
提
出
し
た
。
そ
し
て
、
澄
田
島
根
県
知
事
が
本
庄
工
区
に
つ
い
て
、「
将
来
的
に
再
開
の
可
能

性
を
残
し
つ
つ
、
事
業
は
凍
結
」
す
る
と
い
う
意
向
を
表
明
す
る
に
至
っ
た
。
ま
た
、
与
党
三
党
（
自
由
民
主
党
・
公
明
党
・
保
守

党
）
も
現
地
を
視
察
し
、
本
庄
工
区
の
干
拓
中
止
を
盛
込
む
公
共
事
業
の
抜
本
的
見
直
し
に
関
す
る
三
党
合
意
を
政
府
に
勧
告
し
た
。

そ
し
て
澄
田
知
事
が
谷
洋
一
農
林
水
産
大
臣
と
会
談
し
、
干
陸
中
止
が
正
式
に
決
定
さ
れ
る
に
至
っ
た
。

　

こ
の
後
、
二
〇
〇
一
年
に
は
前
述
の
中
海
干
拓
公
害
調
停
が
成
立
し
た
。
こ
れ
は
一
九
九
五
年
八
月
、
本
庄
工
区
の
取
り
扱
い
の

議
論
が
盛
ん
と
な
り
全
国
的
に
も
広
が
る
中
で
、「
豊
か
な
汽
水
域
を
後
世
に
活
か
す
市
民
会
議
」
が
国
（
農
水
省
）
を
相
手
に
申

請
し
た
も
の
で
、
干
陸
中
止
の
決
定
を
受
け
て
成
立
し
た
。
申
請
人
は
こ
の
決
定
を
高
く
評
価
し
て
水
質
改
善
の
施
策
実
施
に
期
待

す
る
、
被
申
請
人
は
こ
れ
に
努
力
す
る
（
具
体
的
施
策
で
な
い
）
と
い
う
内
容
で
あ
る
（
高
塩　

二
〇
〇
一
）。
島
根
大
学
汽
水
域
研

究
セ
ン
タ
ー
も
『
汽
水
域
の
科
学
』
を
刊
行
し
た
（
高
安
編　

二
〇
〇
一
）。
そ
し
て
二
〇
〇
二
年
、
鳥
取
・
島
根
両
県
の
意
向
を
踏

ま
え
て
、
大
島
理
森
農
林
水
産
大
臣
が
二
〇
〇
二
年
十
二
月
に
宍
道
湖
・
中
海
の
淡
水
化
の
中
止
を
表
明
し
た
こ
と
で
、
松
江
市
域

と
島
根
県
・
鳥
取
県
を
挙
げ
て
賛
否
が
渦
巻
い
た
中
海
・
宍
道
湖
の
干
拓
淡
水
化
事
業
は
、
最
終
的
に
中
止
さ
れ
た
の
で
あ
る
。

宍
道
湖
・
中
海
の
干
拓
淡
水
化

事
業
の
事
後
処
理
（
第
五
期
）
一
九
六
八
年
（
昭
和
四
十
三
）
に
着
手
さ
れ
た
事
業
は
二
〇
〇
二
年
（
平
成
十
四
）
に
中
止
さ

れ
た
が
、
宍
道
湖
・
中
海
の
淡
水
化
に
よ
っ
て
周
辺
農
地
に
潅
漑
用
水
を
供
給
す
る
こ
と
を
約

束
し
て
い
た
こ
と
か
ら
、
鳥
取
県
米
子
市
と
境
港
市
に
広
が
る
二
四
〇
〇
㌶
の
農
地
に
淡
水
化
に
替
わ
る
農
業
用
水
を
確
保
す
る
こ

と
が
必
要
に
な
り
、
そ
の
た
め
の
施
設
整
備
、
米
川
用
水
路
等
の
改
修
（
二
〇
〇
五
〜
二
〇
〇
九
年
、
事
業
費
三
二
億
円
）、
島
根
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県
平
田
市
・
斐ひ

川か
わ

町
の
農
地
三
七
〇
〇
㌶
へ
の
斐
伊
川
か
ら
の
取
水
、
用
水
路
等
の
改
修
、
た
め
池
の
整
備
（
二
〇
〇
五
〜
二
〇
一

三
年
、
事
業
費
一
七
六
億
円
）
が
、
大
き
な
課
題
と
な
っ
た
。
ま
た
、
事
業
で
で
き
た
農
地
へ
の
取
水
は
中
海
側
か
ら
行
う
構
造
に

な
っ
て
い
た
こ
と
か
ら
、
こ
れ
ら
を
廃
止
し
、
新
た
な
水
源
を
求
め
る
こ
と
に
な
っ
た
。
海
水
の
侵
入
を
防
ぐ
中
浦
水
門
お
よ
び
佐

陀
川
水
門
の
撤
去
も
大
き
な
「
負
の
遺
産
」
と
な
っ
た
。
こ
れ
ら
の
課
題
を
遂
行
す
る
た
め
、
農
水
省
は
二
〇
〇
三
年
四
月
、
八
束

町
に
新
た
に
中
海
干
拓
建
設
事
業
所
を
設
置
し
、
約
一
〇
年
か
け
て
干
拓
中
止
の
事
後
処
理
を
行
い
、
事
業
を
完
全
に
終
結
さ
せ
た
。

二
〇
〇
三
年
か
ら
二
〇
一
四
年
に
至
る
一
二
年
は
第
五
期
と
し
て
、未
完
に
終
わ
っ
た
事
業
の
後
始
末
の
期
間
と
位
置
づ
け
ら
れ
る
。

　

こ
の
事
業
終
結
は
、
二
〇
〇
三
年
の
計
画
変
更
等
の
諸
手
続
の
開
始
に
始
ま
り
、
こ
れ
が
二
〇
〇
四
年
十
月
に
確
定
し
た
。
な
お
、

国
土
交
通
省
は
二
〇
〇
四
年
十
二
月
に
、
一
九
八
二
年
以
降
は
中
断
し
て
い
た
斐
伊
川
水
系
治
水
事
業
の
一
つ
で
あ
る
大
橋
川
改
修

計
画
に
つ
い
て
、
島
根
県
・
松
江
市
と
と
も
に
復
活
さ
せ
た
。

　

翌
二
〇
〇
五
年
に
は
本
庄
工
区
の
干
陸
中
止
お
よ
び
宍
道
湖
・
中
海
淡
水
化
中
止
を
踏
ま
え
た
変
更
計
画
等
が
確
定
す
る
と
と
も

に
、
淡
水
化
事
業
の
核
心
を
な
す
施
設
で
あ
り
、
こ
れ
を
象
徴
す
る
中
浦
水
門
の
撤
去
工
事
が
開
始
さ
れ
た
。
ま
た
、
事
業
の
中
止

に
よ
っ
て
、
豊
か
な
汽
水
域
が
残
さ
れ
た
こ
と
に
よ
り
、
同
年
十
一
月
、
ウ
ガ
ン
ダ
で
開
催
さ
れ
た
第
九
回
ラ
ム
サ
ー
ル
条
約
締
結

国
会
議
で
、
中
海
と
宍
道
湖
は
同
条
約
に
登
録
さ
れ
た
。

　

そ
の
後
も
事
業
終
結
の
事
後
処
理
は
進
め
ら
れ
た
。
二
〇
〇
七
年
に
本
庄
排
水
機
場
が
撤
去
さ
れ
、
五
月
に
は
排
水
樋
管
を
利
用

し
た
潮
通
し
が
開
始
さ
れ
た
。
次
い
で
二
〇
〇
八
年
に
西
部
承
水
路
堤
も
撤
去
さ
れ
、
翌
二
〇
〇
九
年
に
は
中
浦
水
門
の
撤
去
が
完

了
し
て
閘
門
業
務
が
終
了
し
た
（
商
船
三
井
海
事
株
式
会
社
ほ
か　

二
〇
〇
九
）。
な
お
、
こ
れ
に
代
わ
る
交
通
手
段
と
し
て
の
江
島

大
橋
は
運
輸
省
に
よ
り
一
九
八
七
年
に
工
事
着
手
、
二
〇
〇
四
年
に
開
通
し
た
。
二
〇
〇
九
年
に
は
森
山
堤
の
六
〇
㍍
開
削
と
架
橋
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が
完
了
し
、
西
部
承
水
路
撤
去
も
完
了
し
た
。
こ
れ
ら
の
事
業
の
進
捗
を
承
け
て
、
二
〇
一
一
年
に
中
海
干
拓
建
設
事
務
所
が
閉
鎖

さ
れ
、
二
〇
一
四
年
、
国
営
中
海
土
地
改
良
事
業
は
名
実
と
も
に
完
了
し
た
。
た
だ
し
、
国
に
よ
る
事
業
誌
は
発
行
さ
れ
て
い
な
い
。

干
拓
淡
水
化
事
業

の
残
さ
れ
た
課
題

こ
の
事
業
は
、
一
九
六
八
年
（
昭
和
四
十
三
）
に
着
工
し
、
島
根
県
の
揖
屋
工
区
と
安
来
工
区
が
「
干
し
あ

げ
方
式
」
で
、
鳥
取
県
の
弓
ヶ
浜
工
区
と
彦
名
工
区
が
「
埋
立
方
式
」
で
そ
れ
ぞ
れ
農
地
が
造
成
さ
れ
た
が
、

最
大
規
模
の
本
庄
工
区
の
干
陸
と
中
海
・
宍
道
湖
の
淡
水
化
は
中
止
さ
れ
、
二
〇
一
四
年
（
平
成
二
十
六
）
に
事
業
は
完
了
し
た
。

　

淡
水
化
の
中
止
と
本
庄
工
区
干
陸
化
の
中
止
の
後
、
そ
の
事
後
処
理
に
は
前
項
述
の
よ
う
に
一
二
年
の
歳
月
を
要
し
た
。
し
か
し
、

そ
の
結
果
、問
題
が
全
て
解
決
し
た
の
で
は
な
か
っ
た
。本
庄
水
域
で
は
、森
山
堤
を
六
〇
㍍
に
わ
た
っ
て
開
削
す
る
こ
と
が
島
根
・

鳥
取
両
県
で
合
意
さ
れ
た
が
、
当
初
の
期
待
に
反
し
て
水
質
は
悪
化
し
、
有
用
貝
類
も
減
少
し
て
い
る
。
干
拓
淡
水
化
反
対
の
住
民

運
動
に
お
い
て
は
、
事
業
開
始
以
前
と
同
じ
よ
う
に
、
森
山
堤
と
大
海
崎
堤
を
開
削
す
る
こ
と
に
よ
っ
て
、
境
水
道
か
ら
本
庄
水
域

に
入
っ
た
海
水
が
反
時
計
ま
わ
り
に
流
れ
る
往
事
の
潮
流
を
取
り
戻
す
こ
と
で
、
中
海
は
再
生
す
る
と
さ
れ
て
き
た
（
環
境
イ
ニ
シ

ア
テ
ィ
ブ　

一
九
九
九
・
二
〇
〇
一
、
相
崎　

二
〇
〇
三
な
ど
）。
し
か
し
、
中
浦
水
門
の
撤
去
に
よ
っ
て
潮
の
流
れ
は
中
海
本
体
に
向

か
い
、
本
庄
水
域
は
隔
離
さ
れ
た
別
の
水
域
と
な
っ
て
い
る
の
が
現
状
で
あ
る
。
干
拓
淡
水
化
事
業
の
第
一
歩
は
本
庄
に
始
ま
り
、

最
後
は
ま
た
本
庄
に
終
結
し
た
（
渋
谷　

二
〇
一
二
）。
本
庄
水
域
は
海
と
川
を
繋
ぐ
魚
の
保
育
場
、
ゆ
り
か
ご
と
も
称
さ
れ
て
き
た
。

本
庄
水
域
の
再
生
が
、
ま
ず
第
一
に
取
り
上
げ
ね
ば
な
ら
な
い
課
題
で
あ
ろ
う
。

　

松
江
市
域
は
、「
飫
宇
の
入
海
」
と
呼
ば
れ
て
き
た
中
海
・
宍
道
湖
の
汽
水
域
を
取
り
巻
い
て
広
が
っ
て
い
る
。
そ
こ
に
は
、
両

湖
と
そ
れ
を
結
ぶ
大
橋
川
で
営
ま
れ
る
漁
業
、
そ
こ
に
流
れ
込
む
水
系
を
利
用
し
た
農
業
、
人
々
の
暮
ら
し
に
根
ざ
し
た
商
工
業
が

展
開
し
て
き
た
。
時
に
洪
水
と
渇
水
に
よ
る
塩
害
を
も
た
ら
し
た
こ
の
水
域
で
は
、
淡
水
化
、
斐
伊
川
の
流
路
変
更
、
大
橋
川
の
拡
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宍道湖・中海の干拓淡水化事業年表
第 1期　本格準備から漁業補償の解決まで　1954～1967年
1954年 島根県が斐伊川・宍道湖・中海総合開発計画、オランダのヤンセン教授の岡山講演
1955年 農林省が中海3,000ha干拓計画、宍道湖中海の淡水化意向を固める
1957年 農林省が松江に中海干拓調査事務所設置、宍道湖中海干拓計画を発表 八郎潟着工
1962年 農林省が事業実施計画書、1963年度事業費（1.8億円）内定
1963年 島根県の江島代行干拓終了、農林省が中海干拓事務所を開設し事業開始 河北潟着工
1964年 米子工区を安来・彦名工区に変更で島根・鳥取県両知事が協定締結 八郎潟干陸式
1967年 漁業補償締結（島根20億円、鳥取7.7億円）、宍道湖漁協も調印 大根島玄武岩第三紀説
第 2期　本格工事の開始から水理水質生態調査中間報告まで　1968～1983年
1968年 干拓事業着工、境水道浚渫、本庄でポンプ船出航式
1972年 大石環境庁長官が中海干拓再考発言 斐伊川大洪水（47水害）
1973年 末石京大教授が淡水化で水質悪化の報告書（島根県委託）
1975年 環境省が淡水化影響調査で汚濁進む報告、島根県の工業開発計画で干拓事業の変更
1980年 減反で水田→畑に変更、干拓事務所が『中浦水門の操作開始と淡水化』パンフレット発行

1982年 中海・宍道湖両漁協が38,000人の署名で淡水化延期を農水省に陳情、松江青年会議所が「勇
気をもってたちどまれ」提言 八郎潟干拓が日本海中部地震で大被害

1983年『宍道湖中海淡水湖化に関連する水理水質及び生態の挙動について（中間報告）』
第 3期　淡水化試行要請から反対運動の高揚まで　1984～1992年

1984年 中海干拓事務所が『中海干拓と淡水化』パンフレット発行、伊達島根大教授が淡水化でアオ
コ発生と水質悪化を指摘、淡水化反対住民連絡会議結成

1985年 松江で水郷水都全国会議、32万人淡水化反対署名
1986年 助言者会議が中間報告の問題点指摘、反対運動が高揚、農水省が限定的淡水化試行計画

1988年 住民団体連絡会が淡水化反対署名（15万人）と「景観保全条例」直接請求、竹下首相「県民
ニーズが変わった」発言、農水省が当分の間淡水化試行延期と本庄工区工事凍結を決定

1989年 彦名工区の完了、揖屋・安来・弓ヶ浜は営農へ
宍道湖・中海湖「湖沼水質保全特別措置法」指定　諫早干拓着工

1991年 農水省が本庄工区の干陸工事を 5年間延期 

1992年 彦名工区営農へ、島根県が本庄工区土地利用懇話会（ 3年間）を設置、中海干拓事務所が閉
所 島根大学汽水域研究センター設置

第 4期　再び本庄工区の干陸提案から中止、さらに淡水化中止まで　1993～2002年
1995年 土地利用懇話会が 3論併記の報告書、島根県知事が全面農業利用で工事再開を要請
1996年 島根経済同友会・JA島根が全面干陸を支持、島根県議会は了承、米子市長は反対

1997年 6 党干陸問題シンポジウム、与党が堤防の試行的開削に合意、農水省が本庄工区の 2年間水
産調査に着手と水産調査専門委員会設置 江島大橋起工式、諫早干拓水門締切

2000年 与党（自民・公明・保守）公共事業見直し合意、本庄工区干陸中止 鳥取県西部地震
2002年 島根・鳥取両知事が淡水化事業中止を農水省に回答、大臣が中止決定
第 5期　干拓淡水化事業の事後処理　2003～2014年
2003年 農水省が中海干拓建設事業所を開設し、事後処理にかかる
2004年 島根・鳥取両知事が森山堤の一部開削で合意 江島大橋開通（国交省）

2005年 農水省が事業計画変更（淡水化施設廃止、本庄工区干拓中止など）
 中海と宍道湖がラムサール条約に登録

2009年 中浦水門の撤去が完了、森山堤の60ｍ開削と架橋が完了
2014年 国営中海土地改良事業が完了（事業費1,130億円、工期1963～2013年度）

出典： 農林省中海干拓事務所編　1969、島根大学地域分析研究会　1982、国土交通省出雲河川
事務所　2010、渋谷久典　2012、島根県中海土地改良誌編集委員会　2014等を参考に作成
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終章　私たちの松江─これまでとこれから



幅
な
ど
が
構
想
さ
れ
、
そ
の
一
部
は
実
施
さ
れ
て
今
日
に
至
っ
て
い
る
。
干
拓
淡
水
化
の
中
止
に
よ
っ
て
残
さ
れ
た
汽
水
域
は
、
ラ

ム
サ
ー
ル
条
約
に
も
登
録
さ
れ
て
将
来
に
託
さ
れ
る
こ
と
に
な
っ
た
。
自
然
と
人
々
の
関
わ
り
の
歴
史
が
刻
み
込
ま
れ
て
い
る
中

海
・
宍
道
湖
は
、
歴
史
に
照
ら
し
て
松
江
市
域
の
将
来
を
考
え
る
場
と
し
て
残
さ
れ
た
の
で
あ
る
。
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kankou_hakusho/

（
二
〇
一
九
年
十
二
月
二
十
七
日
閲
覧
）

７　

終
章
第
四
項
（
宍
道
湖
・
中
海
干
拓
淡
水
化
事
業
の
参
考
文
献
）

・
文
献
は
本
巻
で
引
用
し
た
も
の
の
み
で
な
く
、
関
連
す
る
重
要
な
文
献
に
つ
い
て
も
示
し
た
。

 

・
掲
載
し
た
文
献
に
つ
い
て
は
、「
中
海
宍
道
湖
干
拓
淡
水
化
デ
ー
タ
バ
ン
ク
」
を
作
成
し
、
島
根
大
学
エ
ス
チ
ュ
ア
リ
ー
研
究
セ
ン
タ
ー
に
保
存
し
て
い
る
。

デ
ー
タ
バ
ン
ク
の
内
容
は
『Laguna

』
二
六
号
、
二
〇
一
九
年
刊
（
徳
岡
隆
夫
）
に
掲
載
・
紹
介
さ
れ
て
い
る
。 

ア
ー
バ
ン
ク
ボ
タ
編
集
部　

一
九
九
三
『
ア
ー
バ
ン
・
ク
ボ
タ
』
No.　
32
（
特
集　

海
跡
湖
）
ク
ボ
タ

相
崎
守
弘　

二
〇
〇
三
「
貧
酸
素
水
塊
解
消
の
た
め
の
中
海
水
質
シ
ミ
ュ
レ
ー
シ
ョ
ン
」『
汽
水
域
研
究
』
一
〇
号　

島
根
大
学
汽
水
域
研
究
セ
ン
タ
ー

石
倉　

崇　

一
九
九
七
『
風
雪
・
変
転
の
五
〇
年
│
中
海
干
拓
淡
水
化
事
業
小
史
│
』
石
倉
崇
発
行

石
飛　

裕
・
平
塚
純
一
・
桑
原
弘
道　

二
〇
一
一
「（
寄
稿
）
宍
道
湖
・
中
海
水
域
の
水
産
業
振
興
に
向
け
た
調
査
研
究
等
の
課
題
」『
島
根
県
水
産
技
術
セ

ン
タ
ー
研
究
報
告
』
三
号　

島
根
県
水
産
技
術
セ
ン
タ
ー

美
し
い
中
海
を
守
る
住
民
会
議
編　

一
九
九
七
『
住
民
環
境
ア
セ
ス
メ
ン
ト
企
画　

調
べ
よ
う
！
み
ん
な
で
中
海
』
第
一
分
冊　

美
し
い
中
海
を
守
る
住
民

会
議

美
し
い
中
海
を
守
る
住
民
会
議
編　

一
九
九
八
『
住
民
環
境
ア
セ
ス
メ
ン
ト
企
画　

調
べ
よ
う
！
み
ん
な
で
中
海
』
第
二
分
冊　

美
し
い
中
海
を
守
る
住
民

会
議

川
上
誠
一
（
保
母
武
彦
監
修
）
一
九
九
二
『
宍
道
湖
物
語
│
水
と
人
と
の
ふ
れ
あ
い
の
歴
史
│
』
藤
原
書
店

川
那
部
浩
哉
・
伊
達
善
夫
編　

一
九
九
一
『
国
際
生
態
学
シ
ン
ポ
ジ
ウ
ム
島
根
‘90 　

汽
水
域
・
そ
の
豊
か
な
生
態
学
を
求
め
て
│
報
告
集
│
』
島
根
県

環
境
イ
ニ
シ
ア
テ
ィ
ブ
編　

一
九
九
九
「
汽
水
域
を
活
か
し
た
地
域
振
興
の
提
言　

中
海
干
拓
問
題
の
最
終
結
着
を
め
ざ
し
て
」
環
境
イ
ニ
シ
ア
テ
ィ
ブ

環
境
イ
ニ
シ
ア
テ
ィ
ブ
編　

二
〇
〇
一
「
汽
水
域
を
活
か
し
た
地
域
振
興
（
提
言
Ⅱ
）
＆
中
海
水
質
シ
ミ
ュ
レ
ー
シ
ョ
ン
」
環
境
イ
ニ
シ
ア
テ
ィ
ブ

桑
原
羊
次
郎　

一
九
三
九
「
宍
道
湖
淡
水
化
論
」『
島
根
評
論
』
一
六
巻
八
号　

島
根
評
論
社

建
設
省
出
雲
工
事
事
務
所　

一
九
七
三
「（
測
量
）
二
万
分
の
一
宍
道
湖
及
び
中
海
深
浅
図
」
建
設
省
出
雲
工
事
事
務
所

建
設
省
計
画
局
ほ
か　

一
九
六
七
『
中
海
臨
海
地
帯
の
地
盤　

都
市
地
盤
調
査
報
告
書
』
一
五　

大
蔵
省
印
刷
局

900900



建
設
省
中
国
地
方
建
設
局
出
雲
工
事
事
務
所　

一
九
八
三
『
み
ず
う
み
の
水
質　

斐
伊
川
水
系
中
海
・
宍
道
湖
』（
パ
ン
フ
レ
ッ
ト
）
建
設
省
中
国
地
方
建

設
局
出
雲
工
事
事
務
所

建
設
省
中
国
地
方
建
設
局
出
雲
工
事
事
務
所　

一
九
八
三
「
中
海
淡
水
化
中
間
報
告
書
に
対
す
る
質
問
」
第
一
回
七
八
項
目
、
第
二
回
四
六
項
目　

建
設
省

中
国
地
方
建
設
局
出
雲
工
事
事
務
所

国
土
交
通
省
出
雲
河
川
事
務
所　

二
〇
一
〇
「
中
海
・
宍
道
湖
の
水
環
境
の
変
遷
」
年
表　

国
土
交
通
省
出
雲
河
川
事
務
所

国
土
交
通
省
中
国
地
方
整
備
局
境
港
湾
・
空
港
整
備
事
務
所　

二
〇
〇
四
『
江
島
大
橋
│
結
ぶ
、
情
報
・
人
・
流
通
広
域
ネ
ッ
ト
ワ
ー
ク
』
国
土
交
通
省
中

国
地
方
整
備
局
境
港
湾
・
空
港
整
備
事
務
所

国
土
地
理
院　

一
九
六
三
『
一
万
分
の
一
湖
沼
図
（
宍
道
湖
及
び
中
海
、
昭
和
三
十
七
、
三
十
八
測
量
）』
国
土
地
理
院

越
川
敏
樹　

二
〇
〇
〇
「
中
海
に
お
け
る
魚
介
類
の
生
息
状
況
の
変
遷
│
小
型
定
置
網
の
一
〇
数
年
間
の
変
化
よ
り
│
」『
ホ
シ
ザ
キ
グ
リ
ー
ン
財
団
研
究

報
告
』
四
号　

ホ
シ
ザ
キ
グ
リ
ー
ン
財
団

桜
木　

保　

一
九
六
三
『
中
海
江
島
新
田
の
開
発
』
八
束
村
役
場

桜
木　

保
作
成　

一
九
六
九
『
中
海
干
拓
の
歩
み
』（
年
表
）『
中
海
干
拓
事
業
経
過
録
』
第
一
集
附
録　

島
根
県
農
林
部
耕
地
課

佐
藤
仁
志
編　

一
九
八
五
『
宍
道
湖
の
自
然
』（
山
陰
の
自
然
シ
リ
ー
ズ
No.
１
）
山
陰
中
央
新
報
社

澤
田
敏
男
（
委
員
長
）
一
九
九
九
『
中
海
干
拓
堤
防
施
工
管
理
研
究
委
員
会
（
昭
和
四
十
九
〜
平
成
三
年
）
報
告
書
』
農
業
土
木
学
会

渋
谷
久
典　

二
〇
一
二
『
幻
の
中
海
干
拓
「
本
庄
工
区
」
半
世
紀
の
軌
跡
』（
本
庄
新
書
）
松
江
市
本
庄
公
民
館

島
根
県
農
林
部
訳　

一
九
六
〇
『
漁
夫
の
天
国
か
ら
農
民
の
誇
り
へ
』（
ゾ
イ
デ
ル
海
干
拓
事
業
概
要
）
島
根
県

島
根
県
編　

一
九
七
〇
『
宍
道
湖
│
水
資
源
と
し
て
の
基
礎
調
査
│
』
島
根
県

島
根
県
広
報
文
書
課
編　

一
九
五
八
『
県
政
の
あ
ゆ
み
』
昭
和
三
十
・
三
十
一
年　

島
根
県

島
根
県
総
務
部
・
鳥
取
県
経
済
部　

一
九
五
八
『
大
山
出
雲
特
定
地
域
宍
道
湖
・
中
海
水
理
調
査
報
告
書
│
昭
和
三
十
二
年
度
国
土
総
合
開
発
調
査
│
』
島

根
県
総
務
部
・
鳥
取
県
経
済
部

島
根
県
土
地
改
良
史
編
さ
ん
委
員
会
・
島
根
県
農
業
土
木
技
術
研
究
会
編　

一
九
八
二
『
島
根
県
土
地
改
良
史
』
昭
和
五
十
七
年　

島
根
県
耕
地
第
一
課

島
根
県
中
海
土
地
改
良
誌
編
集
委
員
会
編　

二
〇
一
四
『
国
営
中
海
土
地
改
良
事
業
の
五
〇
年
』
島
根
県
農
林
水
産
部
農
地
整
備
課

参考文献一覧

901

参考文献一覧

901



島
根
大
学
汽
水
域
研
究
セ
ン
タ
ー
編　

一
九
九
三
『
公
開
シ
ン
ポ
ジ
ウ
ム
報
告
集　

中
海
・
宍
道
湖
と
そ
の
流
域
│
豊
か
な
自
然
と
文
化
を
未
来
に
生
か

す
│
』
島
根
大
学
汽
水
域
研
究
セ
ン
タ
ー

島
根
大
学
汽
水
域
研
究
セ
ン
タ
ー
編　

一
九
九
五
『
中
海
干
拓
と
水
環
境
│
宍
道
湖
・
中
海
水
質
予
測
事
業
中
間
報
告
書
（
本
庄
工
区
水
質
予
測
結
果
）
に

つ
い
て
の
検
討
』
島
根
大
学
汽
水
域
研
究
セ
ン
タ
ー

島
根
大
学
汽
水
域
研
究
セ
ン
タ
│　

一
九
九
九
『
汽
水
域
研
究
』
六　

特
集
本
庄
水
域
と
中
海
・
宍
道
湖　

島
根
大
学
汽
水
域
研
究
セ
ン
タ
│

島
根
大
学
地
域
分
析
研
究
会
編　

一
九
八
二
『
飫
宇
の
入
海
│
中
海
と
そ
の
干
拓
・
淡
水
化
を
め
ぐ
っ
て
│
』
た
た
ら
書
房

商
船
三
井
海
事
株
式
会
社
中
浦
事
務
所
・
全
国
一
般
労
働
組
合
商
船
三
井
海
事
支
部　

二
〇
〇
九
『
中
浦
水
門
と
共
に
三
二
年
』
記
念
誌　

商
船
三
井
海
事

中
浦
事
務
所

助
言
者
会
議
（
沖
野
外
輝
夫
ほ
か
水
質
関
係
お
よ
び
秋
山
優
ほ
か　

生
物
関
係
）　

一
九
八
六
『
宍
道
湖
中
海
淡
水
湖
化
に
関
連
す
る
水
理
水
質
及
び
生
態

の
挙
動
に
つ
い
て
（
中
間
報
告
）
に
対
す
る
助
言
者
会
議
見
解
』
助
言
者
会
議

宍
道
湖
・
中
海
汽
水
湖
研
究
所　

二
〇
〇
三
『
宍
道
湖
・
中
海
の
環
境
修
復
に
つ
い
て
の
陳
情
書
（
島
根
県
知
事
宛
）
及
び
「
中
海
土
地
改
良
事
業
」
後
に

お
け
る
宍
道
湖
・
中
海
政
策
の
第
一
次
提
言
』
宍
道
湖
・
中
海
汽
水
湖
研
究
所

宍
道
湖
・
中
海
汽
水
湖
研
究
所　

二
〇
一
二
『
森
・
川
・
湖
を
育
む
ふ
る
さ
と
の
流
域
づ
く
り
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
（
最
終
報
告
）』
宍
道
湖
・
中
海
汽
水
湖
研

究
所

宍
道
湖
・
中
海
汽
水
湖
研
究
所　

一
九
九
〇
〜
二
〇
〇
三
『
汽
水
湖
』
創
刊
号
〜
一
四
号　

宍
道
湖
・
中
海
汽
水
湖
研
究
所

宍
道
湖
・
中
海
汽
水
湖
研
究
所　

一
九
九
一
〜
二
〇
〇
八
『
汽
水
湖
研
究
│
汽
水
湖
研
究
所
年
報
│
』
創
刊
号
〜
一
二
号　

宍
道
湖
・
中
海
汽
水
湖
研
究
所

宍
道
湖
・
中
海
汽
水
湖
研
究
所　

一
九
九
二
〜
二
〇
一
八
『
ニ
ュ
ー
ス
レ
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